






令和元年度
善通寺市男女共同参画調査報告書

【集計結果】










[image: D:\安来市健康企画\image001.gif]







令和2年3月

善通寺市





《目次》
第１章　調査方法	1
第２章　結果の概要と結果から見る課題	3
１　市民調査の結果から	3
２　事業所調査の結果から	5
３　調査から見る市の課題	6
第３章　調査結果	8
【市民】	8
回答いただく方について	8
夫婦生活・家庭生活について	15
職場や仕事について	23
女性の活躍推進について	37
セクシュアルハラスメント、ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）等について	45
地域活動への参加等について	54
男女共同参画社会の推進について	57
【事業所】	60
事業所の概要について	60
管理職の状況について	65
各種ハラスメントに対する取り組みについて	70
ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）について	72
労働時間や有給休暇の状況について	82
女性の職業生活における活躍の推進や男女共同参画社会について	85
資料（調査票）	89
１　市民向け調査票	89
２　事業所向け調査票	103
[bookmark: _Toc33688705]第１章　調査方法
【市民】
	調査対象者
	善通寺市内にお住まいの20歳以上の方から無作為抽出

	調査数
	2,000名

	調査方法
	郵送による配布、郵送による回収

	調査票回収数
	909件
	回収率
	45.5％

	調査票有効回収数
	907件
	有効回収率
	45.4％



【事業所】
	調査対象者
	善通寺市内で６名以上の従業員がいる事業所を対象に無作為抽出

	調査数
	100社

	調査方法
	郵送による配布、郵送による回収

	調査票回収数
	46件
	回収率
	46.0％

	調査票有効回収数
	46件
	有効回収率
	46.0％



 調査集計にあたっての留意事項 

●回答結果は小数点第２桁目を四捨五入しています。この関係で、単回答（複数の選択肢からひとつだけを選ぶ形式）の合計値がちょうど「100.0」にならない場合があります。

●複数回答（２つ以上の回答を選ぶ形式）における割合についての単位はパーセントとしています。この場合、回答は有効標本数全体に対して各々の割合を示すものであり、各選択肢の回答を合計しても「100.0」とはなりません。

●本報告書における「Ｎ」「ＳＡ」「ＭＡ」「ＦＡ」「数量」は、それぞれ
　「Ｎ」　　　＝サンプル数のこと
　「ＳＡ」　　＝単回答のこと（Single Answerの略）
　「ＭＡ」　　＝複数回答のこと（Multiple Answerの略）
　「ＦＡ」　　＝自由回答のこと（Free Answerの略）
　「数量」　　＝数量回答のこと
　　を示します。

　なお、図表中において「無回答」とある項目については、「回答のなかったもの」、若しくは「判別ができなかったもの」を表しています。

●長い文字数の選択肢については、グラフがわかりにくくなるため、選択肢を短く略している場合があります。

●本報告書において【市民】は、％表示ですが、【事業所】は件数（母数）が少ないため件数表示としています。

●本報告書において【事業所】の合計の項目は省略しております。

●本報告書において100％横棒グラフは、グラフ表示が煩雑になるため、０件表示は数値の表示を省略しております。

●本報告書においてクロス集計は、無回答があるため、合計人数は全体の人数と合致しません。

●本報告書においてクロス集計は、グラフ表示が煩雑になるため、比率の極めて低いもの（4.0％未満）は数値の表示を省略しております。

●クロス集計で、母数が少ない項目に関しては、分析文を省略しています。

●＜性別＞や＜年齢＞などで「無回答」だったものは、クロス集計におけるサンプル数から除外しているため、単純集計の値とクロス集計にある“全体”の値が一致しないことがあります。



[bookmark: _Toc33688706]第２章　結果の概要と結果からみる課題
[bookmark: _Toc33688707]１　市民調査の結果から
（１）回答者の婚姻と世帯の状況
　調査回答者の８割強に配偶者がいる（いた）という結果となっています。また、現在配偶者がいる方のうち56.8％と過半数が共働きとなっており、女性が働くことが一般的になってきています。
　世帯の状況では、48.8％が親子二世代で生活しており、三世代世帯が10.0％となっていることから、併せて58.8％が多世代世帯となっています。
　日常生活の中で、男女差別を感じているのは41.3％となっていますが、女性だけでみると47.3％と半数近くに達しています。

（２）夫婦生活・家庭生活について
　夫婦の役割や考え方について、女性が家庭や家事、子育てなどの役割を担うことについておおむね賛成している人は、ほとんどの項目で３割前後みられます。この傾向は男性で高くなっています。
　社会生活における男女の地位については、学校生活をのぞき「男性優位」と感じている人が多くなっています。こちらも女性の方が男性優位を強く意識している結果となっており、特に「家庭生活」と「法律や制度」で差が大きくなっています。
　家庭内の役割分担においても、女性の役割が大きいものとなっています。男女別で見ると女性の方が役割を強く意識している結果となっており、男性は役割を果たしているようでも、女性の意識のうえでは日常的な役割分担とはなっていないことがうかがえます。

（３）職場や仕事について
　女性が仕事をすることについては、「ずっと仕事を持っている方がよい」が44.9％で最も高くなっていますが、「子育て中は仕事を中断する方がよい」といった考え方にも39.7％の回答があり、統計的には同程度となっています。
　女性が仕事を持ち続けるためには、職場内での理解や各種制度の運用に課題を感じている結果となっています。
　ワーク・ライフ・バランスの考え方については、理想では「仕事と家庭生活・地域活動のバランスをうまくとりたい」が55.9％と過半数を占めるのに対し、現状でできている人は25.1％と約４分の１にとどまっており、多くが仕事を優先している結果となっています。
　男女がともに働きやすい社会環境をつくるためには、「男性の理解と協力」「職場での各種制度の適切な運用」「保育・介護サービスの充実」などが高くなっています。社会の理解と協力が必要となっています。
　職場での育児休業や介護休業等の各種制度の利用状況についてみると、男性の利用がほとんどないことが判明しています。男性が制度を利用しない理由では「仕事が忙しかった」に半数の回答があり、続いて「収入の減少」、「利用しにくい雰囲気がある」となっています。また、職場内での制度の運用や、昇級等への影響を懸念する回答にも一定数の回答があり、制度の運用と雰囲気の面で、職場の理解が進んでいないことがうかがえる結果となっています。

（４）女性の活躍推進について
　女性活躍の場が少ない理由について、「社会通念や風習」「男性優位の組織」に６割を超える回答が集中しています。「女性の積極性が不十分」にも31.3％の回答がありますが、男女別では女性の方が積極性の不足を認識していることがうかがえます。
　女性の活躍を阻害する要因については「保育・介護・家事などにおける家族の支援が十分ではない」に53.5％と過半数の回答があり、周囲の理解が一番の要因となっています。

（５）ハラスメントや暴力行為について
　各種ハラスメントについては「知っている」人が６～７割となっていますが、「パタハラ」については知らなかった人が45.9％と最も高くなっています。
　また、「パワハラ」については経験したり見聞きした人が一定数あるほか、「DV」についても見聞きしたり経験した人が一定数います。
　各種ハラスメントやDVの経験者のうち、誰かに相談した先では、「友人、知人」が56.0％で最も高く、続いて「家族」が27.0％で、この２つでほとんどを占めます。「どこにも相談しなかった」という回答が19.1％あり、相談しても解決しないと思っている人も多いことがうかがえます。

（６）地域活動への参加等について
　地域活動に参加している人は、地域の自治会等の組織への参加、まちの清掃活動等、趣味の集まりの３つに関することがほとんどとなっています。
　また、「どれにも参加していない」という人が33.5％と３分の１となっています。参加しない理由としては「時間がない」、「きっかけがない」がともに40％強で突出しています。

（７）男女共同参画社会の推進について
　男女共同参画を推進するための市の施策としては「男女がともに働き続けられる制度等の充実を進める」が50.4％、「子育て中の人が安心して働くための施設整備や社会的サービスの充実を進める」が38.7％、「育児や高齢者介護の負担を軽減するための社会的サービスを充実させる」が36.8％で多くを占めています。

[bookmark: _Toc33688708]２　事業所調査の結果から
（１）ワーク・ライフ・バランスについて
　育児休業等の規定については回答46件中18件で４割近くの事業所が「規定がない」としています。このうち育児休業等についての考慮をしていない回答が５件あります。全体では１割を超える事業所で育児休業等の考慮がされていない結果となっています。
　育児休業等の取得に関しては、男性ではほとんど取得されていません。
　育児中の従業員への多様な働き方の支援では、「所定外労働の制限」、「深夜労働の制限」、「短時間勤務制度」の３つについてはすでに半数近くの事業所が導入しています。一方で、制度の制定予定がない事業所も３分の１程度あります。
　介護休業の規定については46件中20件で「規定がない」としています。このうち３件で「考慮なし」としています。
　家族介護中の従業員への多様な働き方の支援では、「所定外労働の制限」、「深夜労働の制限」、「短時間勤務制度」の３つについては４割前後の事業所が導入しています。一方で、制度の制定予定がない事業所も４割程度あります。制度を促進するためには、「休業中の代替要員の確保」の困難さをあげる事業所が多くなっています。

（２）女性の就業生活における活躍の推進や男女共同参画社会について
　女性の就労については、勤務形態や多様な働き方を含め、働き続けることを希望する事業所が主流となっています。
　女性の活躍を推進するためには、「保育施設や介護支援等の社会保障サービスを充実させる」に46件中27件の回答が集中しています。また、「職業教育や職業訓練を充実させる」にも17件の回答があり、女性自身の能力の向上も求めています。
　事業所の取組としては「正社員への登用制度」など様々な取組がなされていますが、多くが一部の事業所のみの回答となっており、普遍的な事業所の取組とはなっていないのが現状です。
　事業所の感じている課題では、「女性の家事や育児の負担を考慮する必要がある」に22件の回答があったほか、「女性が就ける業務が限られている」、「活躍を望む女性が少ない」など、女性自身の能力や意欲を高めることに10件前後の回答があります。
[bookmark: _Toc33688709]３　調査からみる市の課題
（１）男女の役割にかかわる共同意識の醸成
　家庭生活、社会生活、職業生活にかかわらず、「男女による役割分担」が常態化していることが一番の課題となっています。
　家庭生活においては、男性が家事や育児に参画していても、女性側は「男性がお手伝いをしてくれているだけ」と感じていることが読み取れます。日常から積極的に家事や育児にかかわるのはもちろんのこと、「僕も手伝うよ」という意識で家事などを行うのではなく、「僕の役割だから」と責任を持って取り組むことが必要となります。このため、家庭内での役割分担を夫婦の話し合いで決めるための社会的な風潮をつくり出していくことが求められます。啓発パンフレットや研修の開催だけではなく、役割分担表の例示や、保育所等での保護者への啓発、青少年への教育の場での話題とするなど、具体的で目に見えて推進することができるツール、方法の検討が必要です。
　社会生活においては、参画のきっかけづくりが重要となっています。知り合いからのお誘いや、楽しみやメリットの感じられる取組への参加促進などにより、一度でも地域活動を体験してもらうことにより、参加への第一歩となります。自治会等の役員も男性の方が多い現状となっていますが、実際に現場では女性の活躍により実施されているものも多く、目に見える形でのメリットを示していくことにより、女性が前に出るチャンスと可能性を広げていくことが必要です。
　男性優位の考え方については、女性のほうが強く意識している現状が見受けられます。職場や地域社会において、男性が意識して女性の発言や活動を当たり前とするとともに、女性が積極的に活躍する意識を持てる社会とすることが必要です。


（２）職業生活における男女共同参画
　事業所では、各種制度の趣旨を理解し、法で規定されているとおりに実施体制を構築していくことの必要性を認めていくことが課題です。少子化の続く中、子育て支援を社会全体で行うことは、近しい将来の人材の確保、顧客の維持、ひいては地域の存続のために最優先される課題という共通認識を持つことが必要です。
　事業主行動計画など、従業員数に関係なく、すべての事業所での策定を促進するなど、目標を掲げた施策が必要です。
　また、10～15年後には、いわゆる団塊の世代の介護や介助が必要不可欠のものとなります。従来の社会保障だけでは財政的にもケアが困難になることも予測されることから、家族介護との両立について、今のうちに制度を浸透させておくことで、経済界のダメージを最小限に食い止める取組が必要です。


主な課題の整理

· 男女共同参画に対する意識を高めるための広報、ＰＲ
· 子育て支援や高齢者介護などの社会保障の適正な運営
· 男女の役割分担等を決める、具体的な手法、ツールの提案・提供
· 「身近な相談相手」に正しい情報を伝えておくための仕組
· 男女共同参画に関するあたらしい社会通念の“実行”
· 職域における少子化・家族介護対策への積極的な協力体制
· 雇用環境における男女共同参画の制度運用の徹底
· 10～20年後の地域社会を生き抜く持続可能性を高める行動
· 男女が同様に自身の活躍の意欲を高められる社会体制
· 性別に関係なく、個々の意見や意欲を尊重する社会通念の醸成



[bookmark: _Toc33688710]第３章　調査結果
[bookmark: _Toc33688711]【市民】
[bookmark: _Toc33688712] 回答いただく方について 
問１　あなたの性別をお答えください。 (SA)
　「女性」が55.4％、「男性」が43.9％となっています。
[image: ]


問２　あなたの年齢をお答えください。 (SA)
　「70歳以上」が21.2％で最も高くなっています。次いで「50～59歳」が19.8％、「60～69歳」が18.4％、「30～39歳」が15.9％で続いています。
[image: ]

問３　あなたの職業をお答えください。 (SA)
　「公務員」が20.2％で最も高くなっています。次いで「会社員」が17.6％、「パート・アルバイト、派遣・契約・臨時社員」が17.1％、「無職」が15.7％で続いています。
[image: ]

＜問３　×　性別　クロス集計＞
　『男性』では「公務員」の割合が『女性』に比べて高く、「パート・アルバイト、派遣・契約・臨時社員」「専業主婦・専業主夫」の割合が低くなっています。
[image: ]

問４　あなたに配偶者（パートナー）はいますか (SA)
　「いる（入籍している）」が73.2％を占めています。
[image: ]

【問４で「いる（入籍している）」または「いる（入籍していない）」と答えた方】
問５　あなたと配偶者は、共働き（パート・アルバイト等を含む）をしていますか。 (SA)
　「共働きしている」が56.8％、「共働きしていない」が40.7％となっています。
[image: ]

問６　あなたの同居家族（入籍していない「事実婚」を含む）の構成をお答えください。 (SA)
　「親と子（二世代世帯）」が48.8％で突出しています。次いで「夫婦二人暮らし」が23.6％、「ひとり暮らし」が10.6％、「祖父母と親と子（三世代世帯）」が10.0％で続いています。
[image: ]

問７　あなたの同居家族の中に、次の方（あなた自身を含む）はいますか。 (MA)
　「65歳以上の方」が33.8％で最も高くなっています。次いで「いずれもいない」が29.8％、「小学生・中学生の子ども」が18.5％で続いています。
[image: ]

問８　日常生活の中で、男女差別を感じることがありますか。 (SA)
　「ない」が55.6％、「ある」が41.3％となっています。
[image: ]

＜問８　×　性別　クロス集計＞
　『男性』では「ない」の割合が『女性』に比べてやや高く、「ある」の割合がやや低くなっています。
[image: ]

[bookmark: _Toc33688713] 夫婦生活・家庭生活について 
問９　あなたは、次のような考え方をどう思いますか。次の①から⑦の各項目ごとに、該当するものを選んでください。 (各SA)
　【賛成層（「賛成」＋「どちらかといえば賛成」）】が半数以上の項目は『③　離婚はしないほうがよい』で７割近くを占めています。他の項目は【賛成層】は半数以下となっています。
　【反対層（「反対」＋「どちらかといえば反対」）】が半数以上となっているのは『②　女性は結婚したら自分自身のことより、夫や子どもなど家庭を中心に考えて生活したほうがよい』と『⑤　重要な決定をするときに夫婦の意見が違ったら、夫の意見にしたがったほうがよい』で、『①　夫は外で働き、妻は家庭を守るほうがよい』と『⑦　女性は育児・介護を積極的に行う必要がある』も４割以上で半数近くとなっています。
[image: ]

＜問９　×　性別　クロス集計＞
　性別で際立って大きな違いは見受けられませんでしたが、『③　離婚はしないほうがよい』では『男性』の「賛成」の割合が『女性』に比べてやや高くなっています。
[image: ]

問10　あなたは、次の分野において男女の地位は平等になっていると思いますか。 (各SA)
　【男性優遇層（「男性が非常に優遇」+「どちらかといえば男性が優遇」）】が半数以上の項目は『⑤　社会通念・慣習・しきたり』『④　地域社会』『①　家庭生活』で、『③　職場』も５割近くになっています。特に『⑤　社会通念・慣習・しきたり』では７割以上となっています。
　また「平等」が半数以上な項目は『②　学校生活』となっています。
　【女性優遇層（「女性が非常に優遇」+「どちらかといえば女性が優遇」）】は全項目で１割以下となっています。
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＜問10　×　性別　クロス集計＞
　『①　家庭生活』『④　地域社会』『⑥　法律や制度』では『男性』の「平等」の割合が『女性』に比べてやや高く、『①　家庭生活』と『⑥　法律や制度』では「どちらかといえば男性が優遇」の割合がやや低くなっています。
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【配偶者（パートナー）のいる方】
問11　日常的な家事・仕事等の役割分担について、次の①から⑨の各項目ごとに、あなたの現状に最も近いものをお答えください。 (各SA)
　「ほとんど妻がする」が半数以上の項目は『①　食事をつくる』と『③　洗濯・物干し』で、『⑤　給与等の配分など家計の管理』『②　配膳や後片づけなど』『④　掃除』『⑧　PTA・保護者会などへの出席』も４割以上となっています。
　「ほとんど夫がする」は『⑥　財産の管理』が最も高いがそれでも１割強で、その他の項目はすべて１割未満となっています。
　「妻と夫と同じくらい」は『⑥　財産の管理』『⑤　給与等の配分など家計の管理』『⑨　高齢者・障がい者等の介護』『⑦　子どもの世話』『④　掃除』の順で高く２割程度となっています。
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＜問11　×　性別　クロス集計＞
　「ほとんど妻がする」の割合をみると、『男性』の回答が『女性』と比べて低いのが、『②　配膳や後片づけなど』『④　掃除』『⑧　PTA・保護者会などへの出席』が『女性』、やや低いのが『①　食事をつくる』『③　洗濯・物干し』『⑦　子どもの世話』『⑨　高齢者・障がい者等の介護』です。
　「妻と夫と同じくらい」の割合をみると、『男性』の回答が『女性』と比べて高いのが、『②　配膳や後片づけなど』『⑦　子どもの世話』となっています。
　「妻が主で夫が協力」の割合では、『男性』の回答が『女性』と比べて高いのは、『⑦　子どもの世話』『⑧　PTA・保護者会などへの出席』となっています。
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問12　あなたは、子どもの教育について、どのような考え方をお持ちですか。次の①から④の各項目ごとに、あなたの考えに近いものを選んでください。子どものいない方も、一般的にどう思われるかお答えください。 (各SA)
　【賛成層（「賛成」＋「どちらかといえば賛成」）】が半数以上な項目は『②　男女ともに炊事、掃除、洗濯など、生活に必要な技術を身につけさせる』と『①　男女ともに、同等に経済的自立ができるよう職業人としての教育が必要だ』で９割以上となっています。次いで『③　男女にはそれぞれの役割があるので、女の子は女の子らしく、男の子は男の子らしく育てるほうがよい』も４割以上となっています。
　【反対層（「反対」＋「どちらかといえば反対」）】が半数以上な項目は『④　男の子には、女の子よりも高い水準の教育を受けさせるほうがよい』で６割以上となっています。
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＜問12　×　性別　クロス集計＞
　性別で際立って大きな違いは見受けられませんでしたが、『②　男女ともに炊事、掃除、洗濯など、生活に必要な技術を身につけさせる』では『男性』の「どちらかといえば賛成」の割合が『女性』に比べてやや高く、「賛成」の割合がやや低くなっています。
[image: ]　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

[bookmark: _Toc33688714] 職場や仕事について 
問13　一般的に女性が仕事をもつことについて、どのようにお考えですか。あなたの考えに最も近いものをお答えください。 (SA)
　「ずっと仕事をもっているほうがよい」が44.9％で最も高くなっています。次いで「子どもができたら仕事を中断し、子どもに手がかからなくなって再びもつほうがよい」が39.7％で続いています。
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問14　女性が仕事を持ち続けるうえでの問題はどのようなことだと思いますか。 (MA)
　「各種育児・介護支援制度をとりにくい雰囲気がある」が48.6％で最も高くなっています。次いで「各種育児・介護支援制度が十分整備されていない」が45.6％、「男女の待遇（賃金・昇進・教育訓練等）に格差がある」が37.0％、「労働時間が長い」が31.1％で続いています。
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問15　育児、介護、家事などにより、仕事をやめた女性が再就職を希望する場合、あなたはどのようなことが必要だと思いますか。 (MA)
　「保育、介護サービス等の充実」が64.3％で突出しています。次いで「就職活動の情報提供」が33.3％、「再就職を支援する講座や職業訓練」が33.0％で続いています。
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＜問15　×　性別　クロス集計＞
　『男性』では「保育、介護サービス等の充実」の割合が『女性』に比べてやや低くなっています。
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問16　生活の中での「仕事」と「家庭生活や地域活動」の優先度について、あなたの『現状』に最も近いものをお答えください。 (SA)
　「どちらかといえば「仕事」を優先している」が29.0％で最も高くなっています。次いで「「仕事」と「家庭生活や地域活動」のバランスをうまくとっている」が25.1％で続いています。
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＜問16　×　性別　クロス集計＞
　『男性』では「「仕事」を優先している」「どちらかといえば「仕事」を優先している」の割合が『女性』に比べてやや高くなっています。
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問17　生活の中での「仕事」と「家庭生活や地域活動」の優先度について、あなたの『希望』に最も近いものをお答えください。 (SA)
　「仕事」と「家庭生活や地域活動」のバランスをうまくとりたい」が55.9％で突出しています。「どちらかといえば「家庭生活や地域活動」を優先したい」が11.9％、「どちらかといえば「仕事」を優先したい」が10.4％で続いています。
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＜問17　×　性別　クロス集計＞
　『男性』では「どちらかといえば「「仕事」を優先したい」の割合が『女性』に比べてやや高くなっています。
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問16・17　『現状』の優先度と『希望』の優先度の回答比較 (各SA)
　「「仕事」と「家庭生活や地域活動」のバランスをうまくとりたい」が『現状』に比べて『希望』が突出して上回っています。「どちらかといえば「仕事」を優先」、「「仕事」を優先」は『現状』が『希望』を上回っています。
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【『現状』の優先度と『希望』の優先度の回答が違う方】
問18　上の設問で『現状』の優先度と『希望』の優先度の回答が違う場合、どのような理由からですか。 (SA)
　「経済的な理由から」が37.5％で最も高くなっています。次いで「仕事の負担が大きいから」が32.7％で続いています。「家事の負担が大きいから」はすべて合わせて16.7％となっています。
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＜問18　×　性別　クロス集計＞
　『男性』では「仕事の負担が大きいから」の割合が『女性』に比べてやや高くなっています。
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問19　あなたは、男女がともに働きやすい社会環境をつくるためには、どのようなことが大切だと思いますか。 (MA)
　「男女で家事や育児、介護などに協力して取り組む」が60.9％で最も高くなっています。次いで「保育サービスや介護サービスなどを充実させ、誰もが利用できるようにする」が51.2％、「育児休業や介護休業などを誰もが利用しやすくする」が44.2％で続いています。
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問20　男性の育児や介護、地域活動への参加は進んでいると思いますか。 (SA)
　「進んでいない」が61.3％、「進んでいる」が36.2％となっています。
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問21　男性が育児や介護、地域活動に関わるためには、何が必要だと思いますか。 (MA)
　「男性が育児休業・介護休業を取得しやすい職場環境の整備を推進する」が71.3％で最も高くなっています。次いで「男性も育児や介護、地域活動に参加するのは当たり前という風潮をつくる」が61.5％で続いています。
[image: ]

＜問21　×　性別　クロス集計＞
　『男性』では「男性も育児や介護、地域活動に参加するのは当たり前という風潮をつくる」「男性同士が交流できる場・機会を提供する」の割合が『女性』に比べてやや低くなっています。
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【問７でご家族に「小学校入学前の子ども」がいる方】
問22　あなたの家庭では、以下の制度を利用しましたか (SA)
　『①　育児休業』は「父親は利用しなかった」が55.0％で突出しており、次いで「働いていない家族がいるので必要なかった」が24.4％となっています。
　『②　家族介護休業』は「働いていない家族がいるので必要なかった」が31.3％で最も高く、次いで「父親は利用しなかった」が22.9％となっています。
　『③　休業後のフレックスタイムや時短勤務など』は「父親は利用しなかった」が35.1％で最も高く、次いで「働いていない家族がいるので必要なかった」が29.8％となっています。
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＜問22　×　性別　クロス集計＞
　全項目で『男性』の「働いていない家族がいるので必要なかった」の割合が『女性』に比べてやや低く、『②　家族介護休業』では『男性』の「父親は利用しなかった」の割合がやや高くなっています。
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【問22で「母親、又は父親は利用しなかった」に１つでも○をつけた方】
問23　「母親、又は父親は利用しなかった」理由はなんですか (MA)
　『母親』では「出産や介護を契機に退職した」が33.3％で最も高くなっています。次いで「職場に制度がなかった（知らされていない）」と「働いていなかった」がともに26.7％で続いています。
　『父親』では「仕事が忙しかった」が50.0％で最も高くなっています。次いで「収入減となり、経済的に苦しくなる」が38.8％、「職場に制度を利用しにくい雰囲気（復帰後の待遇等）があった」が30.0％で続いています。

（MA）


＜問23　×　性別　クロス集計＞
　『②　父親は利用しなかった』では『男性』の「仕事が忙しかった」「収入減となり、経済的に苦しくなる」の割合が『女性』に比べてやや低くなっています。
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[bookmark: _Toc33688715] 女性の活躍推進について 
問24　あなたが、次にあげるような職業や役職において今後女性がもっと増えるほうがよいと思うのはどれですか。 (MA)
　「国・県・市の議会議員」が53.4％で最も高くなっています。次いで「職場の管理職」が53.1％、「知事や市長」が44.3％、「教育委員や審議会委員」が33.8％で続いています。
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＜問24　×　性別　クロス集計＞
　『男性』では「ＰＴＡ会長」の割合が『女性』に比べてやや高くなっています。
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問25　職場や地域社会において企画や方針決定の場に女性が少ない理由はなんだと思いますか。 (MA)
　「社会通念や風習」が65.9％で最も高くなっています。次いで「男性優位の組織」が59.4％で続いています。
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＜問25　×　性別　クロス集計＞
　『男性』では「家族の理解・協力が得られない」の割合が『女性』に比べてやや低くなっています。
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問26　あなたは、政治・経済・地域などの各分野で、女性の参加が進み、女性のリーダーが増えるとどのような『影響』があると思いますか。 (MA)
　「男女問わず優秀な人材が活躍できるようになる」が65.3％で最も高くなっています。次いで「女性の声が反映されやすくなる」が60.6％、「多様な視点が加わることにより、新たな価値や商品・サービスが創造される」が55.5％で続いています。
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＜問26　×　性別　クロス集計＞
　『男性』では「男女問わず仕事と家庭の両方を優先しやすい社会になる」の割合が『女性』に比べてやや低くなっています。
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問27　あなたは、政治・経済・地域などの各分野で女性のリーダーを増やすときに『障害』となるものは何だと思いますか。 (MA)
　「保育・介護・家事などにおける夫などの家族の支援が十分ではないこと」が53.5％で最も高くなっています。次いで「保育・介護の支援などの公的サービスが十分ではないこと」が39.4％、「上司・同僚・部下となる男性や顧客が女性リーダーを希望しないこと」が34.4％、「長時間労働の改善が十分ではないこと」が32.6％、「仕事と家庭を両立するために働き方を工夫する風潮が少ないこと」が31.6％で続いています。
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＜問27　×　性別　クロス集計＞
　『男性』では「上司・同僚・部下となる男性や顧客が女性リーダーを希望しないこと」「保育・介護・家事などにおける夫などの家族の支援が十分ではないこと」の割合が『女性』に比べてやや低くなっています。
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問28　あなたは、女性の活躍推進の取組に関する情報のうち、どの情報が特に必要になると感じますか。 (MA)
　「預かり保育や学童保育に関する情報（場所、利用料など）」が54.6％で最も高くなっています。次いで「仕事と育児・介護との両立支援制度に関する情報（内容、利用方法など）」が52.5％、「介護・家事の支援サービスに関する情報（内容、利用方法など）」が50.6％、「保育所や幼稚園に関する情報（場所、保育料など）」が47.4％で続いています。
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＜問28　×　性別　クロス集計＞
　『男性』では「介護・家事の支援サービスに関する情報（内容、利用方法など）」の割合が『女性』に比べてやや低くなっています。
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[bookmark: _Toc33688716] セクシュアルハラスメント、ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）等について 

問29①　あなたは、「セクシュアルハラスメント（セクハラ）」について経験したり、身近で見聞きしたりしたことがありますか。 (MA)
　「一般的な知識として知っている」が73.5％で突出しています。次いで「言葉として見聞きしたことがある」が12.5％で続いています。
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問29②　あなたは、「パワーハラスメント（パワハラ）」について経験したり、身近で見聞きしたりしたことがありますか。 (MA)
　「一般的な知識として知っている」が61.5％で突出しています。次いで「自分のまわりに暴力等を受けた人がいる」が14.2％、「言葉として見聞きしたことがある」が11.4％、「自分が暴力等を受けたことがある」が10.6％で続いています。
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問29③　あなたは、「マタニティハラスメント（マタハラ）」について経験したり、身近で見聞きしたりしたことがありますか。 (MA)
　「一般的な知識として知っている」が66.9％で突出しています。次いで「言葉として見聞きしたことがある」が15.4％で続いています。
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問29④　あなたは、「パタニティハラスメント（パタハラ）」について経験したり、身近で見聞きしたりしたことがありますか。 (MA)
　「知らなかった」が45.9％で最も高くなっています。次いで「一般的な知識として知っている」が33.6％、「言葉として見聞きしたことがある」が13.3％で続いています。
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問29⑤　あなたは、「ドメスティックバイオレンス（ＤＶ）」について経験したり、身近で見聞きしたりしたことがありますか。 (MA)
　「一般的な知識として知っている」が67.1％で突出しています。次いで「言葉として見聞きしたことがある」が12.8％で続いています。
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【問29で自分自身が「受けたことがある」とお答えの方】
問30　誰かに打ち明けたり、相談したりしましたか。 (MA)
　「友人、知人に相談した」が56.0％で突出しています。次いで「家族に相談した」が27.0％、「どこ（だれ）にも相談しなかった」が19.1％で続いています。
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＜問30　×　性別　クロス集計＞
　『男性』では「家族に相談した」の割合が『女性』に比べてやや低くなっています。
[image: ]

【問30で「どこ（だれ）にも相談しなかった」と答えた方】
問31　あなたが「どこ（だれ）にも相談しなかった」のは、なぜですか。 (MA)
　「相談しても無駄だと思ったから」が59.3％で突出しています。次いで「自分さえ我慢すれば何とかこのままやっていけると思ったから」と「相談するほどのことではないと思ったから」がともに25.9％で続いています。
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問32　あなたは、ドメスティックバイオレンス（ＤＶ）に対する対策や支援として、どのような取組が必要だと思いますか。 (MA)
　「被害者が相談しやすい環境づくりや相談窓口の充実」が63.1％で最も高くなっています。次いで「被害者の一時保護を行う緊急避難場所（シェルター）などの整備」が39.7％、「被害者のカウンセリングなど、精神的な援助の充実」が35.1％で続いています。
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＜問32　×　性別　クロス集計＞
　『男性』では「被害者のカウンセリングなど、精神的な援助の充実」の割合が『女性』に比べてやや低くなっています。
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[bookmark: _Toc33688717] 地域活動への参加等について 
問33　あなたはこの１年間で、どのような地域活動に参加しましたか。 (MA)
　「自治会、組合、老人クラブ、女性会などの活動」が36.4％で最も高くなっています。次いで「どれにも参加していない」が33.5％、「まちの清掃活動、リサイクルなど環境保護のための活動」が28.6％、「趣味、スポーツ、文化、教養などのサークル・グループ活動」が26.2％で続いています。
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＜問33　×　性別　クロス集計＞
　『男性』では「まちの清掃活動、リサイクルなど環境保護のための活動」の割合が『女性』に比べてやや高くなっています。
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【問33で「どれにも参加していない」と答えた方】
問34　「どれにも参加していない」理由を教えてください。 (MA)
　「忙しくて時間がない」が43.8％最も高くなっています。次いで「参加するきっかけがない」が42.1％で続いています。
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問35　防災・災害復興対策に、女性の視点に配慮して取り組む必要があると思うものはなんですか。 (MA)
　「避難所の設置・運営体制」が63.2％で最も高くなっています。次いで「食料、飲料水、医薬品などの備えや供給体制」が61.1％で続いています。
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＜問35　×　性別　クロス集計＞
　『男性』では「食料、飲料水、医薬品などの備えや供給体制」「災害時の正確・迅速な情報連絡体制」の割合が『女性』に比べてやや低くなっています。
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[bookmark: _Toc33688718] 男女共同参画社会の推進について 
問36　男女共同参画社会に関する言葉のうち､見たり聞いたりしたものはありますか。 (MA)
　「男女雇用機会均等法」が68.2％で最も高くなっています。次いで「ＬＧＢＴ等性的少数者」が48.2％、「ジェンダー（社会的性別）」が46.1％、「男女共同参画社会基本法」が42.9％、「ワーク･ライフ･バランス（仕事と生活の調和）」が40.6％で続いています。
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問37　男女共同参画社会の推進のために、市にどのようなことを望みますか。 (MA)
[image: ]　「男女がともに働き続けられる制度等の充実を進める」が50.4％で最も高くなっています。次いで「子育て中の人が安心して働くための施設整備や社会的サービスの充実を進める」が38.7％、「育児や高齢者介護の負担を軽減するための社会的サービスを充実させる」が36.8％で続いています。


＜問37　×　性別　クロス集計＞
　『男性』では「育児や高齢者介護の負担を軽減するための社会的サービスを充実させる」の割合が『女性』に比べて低く、「子育て中の人が安心して働くための施設整備や社会的サービスの充実を進める」の割合がやや低くなっています。
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[bookmark: _Toc33688719]【事業所】
[bookmark: _Toc33688720] 事業所の概要について 
問１　主な業種は何ですか。 (SA)
　「製造業」が12件で突出しています。次いで「建設業」と「卸売・小売業」がともに７件で続いています。
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問２　貴事業所の従業員についてお答えください。 (数量)
【正規従業員（経営者を含む）の総人数】
　【男性】では「５～９人」が11件で最も多く、次いで「10～19人」と「20～49人」がともに10件、「５人未満」が９件で続いています。
　【女性】では「５人未満」が22件で突出しています。次いで「５～９人」が13件で続いています。
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【正規従業員（経営者を含む）の総人数のうち過去１年間の採用者の数】
　【男性】では「０人」が17件で突出しています。次いで「１人」と「２～４人」がともに８件で続いています。
　【女性】では「０人」が25件と半数以上を占めています。次いで「２～４人」が７件、「１人」が５件で続いています。
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【正規従業員（経営者を含む）の総人数のうち管理職の数】
　【男性】では「２～４人」が16件で最も多くなっています。次いで「１人」が14件、「５～９人」と「10人以上」がともに６件で続いています。
　【女性】では「０人」が21件、「１人」が19件で群を抜いて高くなっています。
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【正規従業員（経営者を含む）の平均年齢】
　【男性】では「40歳代」が14件で突出しています。次いで「30歳代」と「50歳代」がともに６件で続いています。
　【女性】では「40歳代」が13件で突出しています。次いで「50歳代」が７件、「30歳代」が６件で続いています。
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【正規従業員（経営者を含む）の平均勤続年数】
　【男性】では「10年以上20年未満」が12件で突出しています。次いで「20年以上30年未満」が６件、「10年未満」が５件で続いています。
　【女性】では「10年以上20年未満」が９件で最も高くなっています。次いで「10年未満」が８件、「20年以上30年未満」が５件で続いています。
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【非正規従業員の総人数】
　【男性】では「０人」が19件で突出しています。次いで「３・４人」が９件で続いています。
　【女性】では「０人」が18件で突出しています。次いで「１・２人」が７件、「５～９人」が６件で続いています。
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問３①　経営者の方の性別を教えてください。 (SA)
　「男性」が44件、「女性」が２件となっています。
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問３②　回答者の方の性別を教えてください。 (SA)
　「男性」が30件、「女性」が16件となっています。
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[bookmark: _Toc33688721]管理職の状況について 
問４①②③　貴事業所において現在、次の役職における女性従業員の占める割合はどのくらいですか。 (SA)
　全項目で「０％」が半数以上を占めています。次いで「10％未満」、「30％未満」の順で割合が高くなるほど、件数が減る傾向にあります。
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【問４で「０％」または「10％未満」に○をつけた事業所】
問４（１）　女性管理職が少ない(１割未満)あるいはまったくないのはどのような理由からですか。 (MA)
　「その他」が16件で最も多くなっています。次いで「必要な知識や判断力を有する女性がいない」が10件、「女性自身が、管理職になることを望んでいない」が９件、「将来つく可能性のある者はいるが、現在、役職につくための在職年数等を満たしている女性がいない」が８件で続いています。
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※その他の内容
	その他（具体的には）

	経営者以外に管理職はいない

	作業現場に女性従業員が１人しかいない

	支店には係長以上の役職がない

	事務員なので

	従業員が少ないため必要としない

	職域の区分けをしていない（男女とも）

	女性社員が少ない

	女性従業員が少ない

	女性従業員が男性従業員に比べ少ないため

	女性の就職希望がない

	女性の正社員が少ない

	店長が管理職のため、現在の店長は男性であり、店長は１名のため

	平等

	役員しかいない

	若く勤続年数を知らない



問５　女性を活用するために貴事業所ではどのようなことに取り組んでいますか。 (MA)
　「業務に必要な知識や能力、資格取得のための教育や研修を、性別に関係なく実施している」が19件で最も多くなっています。次いで「仕事と家庭の両立のための制度の整備の促進及び、事情を考慮している」が14件、「特に何もしていない」が13件、「性別により評価することがないよう、人事考課基準を明確に定めている」が10件で続いています。
[image: ]
[bookmark: _Toc33688722] 各種ハラスメントに対する取組について 
問６　職場における各種ハラスメントを防止するため、貴事業所ではどのようなことに取り組んでいますか。 (MA)
　「従業員からの苦情・相談があった場合には、真摯かつ迅速に対応している」が25件で最も多くなっています。次いで「社内規定等でとりまとめ、従業員に対して明示している」が20件、「苦情・相談体制を整備し、従業員に周知している」が14件で続いています。
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問７　貴事業所において、各種ハラスメントが起こった場合、対応として特に難しいと感じているのはどのようなことですか。 (MA)
　「当事者の言い分が食い違う等、事実確認が難しい」が18件で最も多くなっています。次いで「プライバシーの保持が難しい」が15件、「特に難しいと感じていることはない」が14件、「相談を受けた後、どのように対処したらよいかわからない」が11件で続いています。
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[bookmark: _Toc33688723] ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）について 
問８　貴事業所には、育児休業制度の規定がありますか。また、ない場合は休暇や勤務時間等の考慮をしていますか。 (SA)
　「ある」が28件、「ない」が18件となっています。また、「ない」の内訳では「考慮あり」が過半数を占めています。
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【問８で「ある」に○をつけた事業所】
問８（１）　子どもが何歳になるまで育児休業をとることができますか。 (SA)
　「１歳６か月～２歳未満」が13件で突出しています。次いで「１歳未満」が７件、「１歳～１歳６か月未満」が６件で続いています。
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【問８で「ある」に○をつけた事業所】
問８（２）　平成28年4月1日から平成31年3月31日までの利用実績を男女別に記入してください。 (数量)
【本人・配偶者が出産した従業員数】
　『女性従業員』『男性従業員』とも約半数で出産した世帯の従業員がいます。
【本人・配偶者が出産した従業員数のうち、育児休業を利用した人の人数（利用中を含む）】
　『女性従業員』はほぼすべてで取得しています。『男性従業員』では９件中１件となっています。
【本人・配偶者が出産した従業員数のうち、育児休業が終了した人の平均取得日数】
　『女性従業員』では過半数が１年以上、『男性従業員』では約３か月が１件となっています。

	■ 女性従業員
	本人・配偶者が出産した従業員数
（N=28）
	
	育児休業を利用した人の人数
（N=12）
	
	育児休業が終了した人の平均取得日数
（N=11）

	０人	14件
	
	１人	5件
	
	約４か月	1件

	１人	6件
	
	２人	2件
	
	約６か月	1件

	２人	2件
	
	３人	3件
	
	約９か月	1件

	３人	3件
	
	５人	1件
	
	約10か月	2件

	５人	1件
	
	無回答	1件
	
	約12か月	2件

	無回答 	2件
	
	
	
	約13か月	1件

	
	
	
	
	約18か月	2件

	
	
	
	
	無回答	1件



	■ 男性従業員
	本人・配偶者が出産した従業員数
（N=28）
	
	育児休業を利用した人の人数
（N=9）
	
	育児休業が終了した人の平均取得日数
（N=1）

	０人	14件
	
	０人	8件
	
	約３か月	１件

	１人	3件
	
	１人	1件
	
	

	２人	2件
	
	
	
	

	３人	2件
	
	
	
	

	７人	1件
	
	
	
	

	11人	1件
	
	
	
	

	無回答	5件
	
	
	
	



問９　働きながら子育てを行う従業員に対する制度の有無や、ない場合の今後の予定について、次の制度ごとにそれぞれあてはまる番号に○をつけてください。 (SA)
　「制度がある」が半数以上なのは『①　育児中の所定外労働の制限』『②　育児中の深夜労働の制限』『③　育児中の短時間勤務制度』の３つの制度となっています。次いで『⑦　子どもの看護休暇制度』、『⑤　育児中の始業・終業時刻の繰上・繰下の制度』、『④　育児中のフレックスタイム制度』の順で続いています。また、『⑥　事業所内託児施設』『⑧　事業所独自の制度』は「制度がある」が低く、「導入予定」も低くなっています。
[image: ]

問10　子どもを持つ女性の再就職について、採用状況をお答えください。 (SA)
　「正規従業員として積極的な採用に努めている」が20件で最も高くなっています。次いで「非正規従業員として積極的な採用に努めている」が11件、「どちらともいえない」が８件で続いています。
[image: ]

【問10で｢採用していない｣または「どちらともいえない」に○をつけた事業所】
問10（１）　子どもを持つ女性を採用していない理由は何ですか。 (MA)
　「その他」が11件で突出しています。
[image: ]
※その他の内容
	その他（具体的には）

	正規か非正規かは、本人の希望によっている

	今は従業員を増やすことを考えていないから

	採用は新卒

	従業員の募集をしていない

	中途採用をしていない

	募集していない



問11　子どもを持つ女性の再就職にあたり、何を求めますか。 (MA)
　「子どもを預けて仕事のできる環境を作ってほしい」が28件で突出しています。次いで「休業中に職業能力向上のための資格を取得してほしい」が12件で続いています。
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問12　貴事業所には、介護休業制度の規定がありますか。また、ない場合は休暇や勤務時間等の考慮をしていますか。 (SA)
　「ある」が25件、「ない」が20件となっています。また、「ない」のうち、「考慮あり」が過半数となっています。
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【問12で「ある」に○をつけた事業所】
問12（１）　介護休業の期間の限度はいつまでですか。 (SA)
　「３か月未満」が13件で突出しています。次いで「３か月～６か月未満」が６件、「１年」が３件で続いています。
[image: ]

【問12で「ある」に○をつけた事業所】
問12（２）　平成28年４月１日から平成31年３月31日までの利用実績を男女別に記入してください。 (数量)
【介護休業を利用した従業員数】
　『女性従業員』で２件、『男性従業員』で１件が取得しています。
【介護休業を利用した従業員数のうち、介護休業が終了した人の平均取得日数】
　　数日～３か月まで様々です。要介護者状況によって異なるものと考えられます。

	■ 女性従業員
	介護休業を利用した従業員数（N=25）
	
	介護休業が終了した人の平均取得日（N=2）

	０人	20件
	
	３日	1件

	１人	2件
	
	20日	1件

	無回答 	3件
	
	



	■ 男性従業員
	介護休業を利用した従業員数（N=25）
	
	介護休業が終了した人の平均取得日（N=1）

	０人	21件
	
	90日	１件

	１人	1件
	
	

	無回答	3件
	
	





問13　働きながら家族の介護を行う従業員に対する制度の有無や、ない場合の今後の予定について、次の制度ごとにそれぞれあてはまる番号に○をつけてください。 (SA)
　すべての項目で「制度がない、未定」が最も多くなっています。『①　介護中の所定外労働の制限』『②　介護中の深夜労働の制限』『③　介護中の短時間勤務制度』は「制度がある」が比較的多く半数近くとなっています。
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問14　今後、育児・介護(看護)休業制度が定着するための主な課題は何ですか。 (MA)
　「休業中の代替要員の確保」が38件で突出しています。次いで「休業中の賃金保証」が17件、「復帰後の代替要員の処遇」が16件、「人事ローテーションでカバーするときの業務分担」が15件で続いています。
[image: ]

[bookmark: _Toc33688724] 労働時間や有給休暇の状況について 
問15　貴事業所の平成30年度における「１か月当たり」の平均残業時間数を、男女別、役職別にお答えください。 (SA)
　『管理職・男性』では「10時間未満」が16件で最も多く、次いで「10時間以上30時間未満」が13件となっています。
　『管理職・女性』では「10時間未満」が13件で最も多く、次いで「不明」が５件となっています。
　『管理職以外・男性』では「10時間以上30時間未満」が16件で最も多く、次いで「10時間未満」が14件となっています。
　『管理職以外・女性』では「10時間未満」が32件と半数以上を占めており、次いで「10時間以上30時間未満」が６件となっています。
[image: ]管理職以外
管理職


問16　平成30年度中の年次有給休暇の状況についてお答えください。 (数量)
【全社員への付与日数合計（繰越は除く）　Ａ】
　『付与日数合計　男性』では「100～499日」が13件で最も多くなっています。次いで「500～999日」が５件で続いています。
　『付与日数合計　女性』では「100～499日」が11件と最も多くなっています。次いで「10～49日」が７件、「50～99日」が４件で続いています。

【全社員の取得日数　Ｂ】
　『取得日数合計　男性』では「100～499日」が12件で最も多くなっています。次いで「10～49日」が６件で続いています。
　『取得日数合計　女性』では「10～49日」が９件と最も多くなっています。次いで「50～99日」が８件で続いています。
[image: ]社員への
付与日数合計
社員の
取得日数合計


【取得率（小数点第二位四捨五入）　Ｂ/Ａ】
　『取得率　男性』では「20.0％～39.9％」が11件と最も多くなっています。次いで「40.0％～59.9％」が６件で続いています。
　『取得率　女性』では「40.0％～59.9％」と「60.0％～79.9％」がともに７件と最も多くなっています。次いで「20.0％～39.9％」が６件で続いています。
[image: ]

[bookmark: _Toc33688725] 女性の職業生活における活躍の推進や男女共同参画社会について 

問17　女性が職業生活において、人生の各段階でどのような働き方をするのが理想だと思いますか。 (MA)
　「現役で働けるうちは、社員として活躍するほうがよい」が39件で最も多くなっています。次いで「パートタイム勤務への変更など、勤務条件などを変えて働くほうがよい」が26件、「妊娠、介護等でもフレックスタイムや時間短縮勤務などを利用して、働き続けるほうがよい」が22件で続いています。
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問18　女性が職業生活において活躍していくためや、男女共同参画社会を形成していくため、今後、行政はどのようなことに力を入れていくべきだと思いますか。 (MA)
　「保育施設や介護支援等の社会保障サービスを充実させる」が27件で最も多くなっています。次いで「職業教育や職業訓練を充実させる」が17件、「法律や制度の面で見直しを行う」が12件で続いています。
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問19　貴事業所で女性の活躍に向けて推進している取組はどのようなものがありますか。 (MA)
　「女性従業員の採用拡大、パート契約社員から正社員への登用」が22件で最も多くなっています。次いで「短縮勤務・フレックスタイム等、勤務時間の柔軟化」が14件、「出産や育児等による休業がハンディとならないような人事制度の導入」が12件、「男女ともに異動や担当業務についての本人の意向確認」が11件、「女性の管理職への積極的登用」が10件で続いています。また、「特にない」が12件となっています。
[image: ]
問20　貴事業所で女性の活躍推進にあたっての課題はどのようなものがありますか。 (MA)
　「女性の家事や育児の負担を考慮する必要がある」が22件で最も多くなっています。次いで「女性が就ける業務が限られている」が12件、「活躍を望む女性が少ない」が９件、「働きやすい職場環境を整備する負担が重い」が８件、「特にない」が７件で続いています。
[image: ]


[bookmark: _Toc33688726]資料（調査票）
[bookmark: _Toc33688727]１　市民向け調査票
[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]


[bookmark: _Toc33688728]２　事業所向け調査票
[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]


63

image2.emf
男性

43.9%

女性

55.4%

どちらでもない

0.0%

無回答

0.7%

(SA) N=907


image92.emf
16件

13件

14件

32件

13件

4件

16件

6件

6件

4件

6件

1件

3件

1件

3件

1件

5件

5件

1件

1件

3件

19件

6件

5件

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

女性

男性

女性

管理職

管理職以外

「１か月当たり」の平均残業時間数

10時間未満 10時間以上30時間未満 30時間以上60時間未満

60時間以上 不明 無回答

(SA) N=46


image93.emf
3件

1件

4件

3件

3件

4件

3件

3件

4件

7件

6件

9件

2件

4件

5件

8件

13件

11件

12件

3件

5件

1件

2件

2件

2件

14件

16件

16件

18件

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

男性

女性

社員への

付与日数合計

社員の取得日数合計

平成30年度中の年次有給休暇

０日 １～９日 10～49日 50～99日

100～499日 500～999日 1,000日以上 無回答

(数量) N=46


image94.emf
4件

3件

4件

1件

11件

6件

6件

7件

4件

7件 3件

1件

1件

16件

18件

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

社員の有給休暇の取得率

０％ 0.1％～19.9％ 20.0％～39.9％ 40.0％～59.9％

60.0％～79.9％ 80.0％～99.9％ 100.0％以上 無回答

(数量) N=46


image95.emf
39 

26 

22 

6 

6 

2 

0 

0 

1 

0 

0 

0件 5件 10件 15件 20件 25件 30件 35件 40件

現役で働けるうちは、

社員として活躍するほうがよい

パートタイム勤務への変更など、

勤務条件などを変えて

働くほうがよい

妊娠、介護等でもフレックスタイムや

時間短縮勤務などを利用して、

働き続けるほうがよい

妊娠、出産、介護等で仕事をやめ、

おちついたらフルタイム勤務で

働くほうがよい

妊娠、出産、介護等で仕事をやめ、

おちついたらパートタイム勤務で

働くほうがよい

妊娠・出産を機に退職して

子育てに専念するほうがよい

結婚を機に一線からは

退いたほうがよい

家族の介護のために退職して

介護に専念するほうがよい

その他

該当しない

無回答

(MA) N=46


image96.emf
27 

17 

12 

8 

8 

7 

4 

4 

2 

1 

1 

0 

1 

4 

1 

0件 5件 10件 15件 20件 25件 30件

保育施設や介護支援等の

社会保障サービスを

充実させる

職業教育や職業訓練を

充実させる

法律や制度の面で

見直しを行う

労働時間短縮の

枠組みづくりを進める

男女の均等な取り扱いに

ついて、周知徹底を行う

男女の平等と相互の

理解や協力についての

学習を充実させる

女性を政策決定の場に

積極的に登用する

各種団体の女性の

リーダーを養成する

情報提供や交流の場、

相談、教育などのセンターを

充実させる

先進的取組事例の紹介を行う

取り組んでいる企業に対する

表彰制度・登録認定認証を

推進する

その他

特にない

わからない

無回答

(MA) N=46


image97.emf
22 

14 

12 

11 

10 

5 

4 

3 

1 

1 

0 

1 

12 

0 

0件 5件 10件 15件 20件 25件

女性従業員の採用拡大、

パート契約社員から

正社員への登用

短縮勤務・フレックスタイム等、

勤務時間の柔軟化

出産や育児等による休業が

ハンディとならないような

人事制度の導入

男女ともに異動や担当業務に

ついての本人の意向確認

女性の管理職への積極的登用

評価者に女性を

含めるようにする

意識改革のための教育・

研修機会の確保

女性の活躍に向けた社内の

推進体制（担当部署・指導者の

設置・ノー残業デーの実施等）

女性の採用や昇進における

数値目標の設定

企業内託児所や

学童保育所などの設置

トップの女性活躍推進に関する

メッセージの発信

（イクボス宣言を含む）

その他

特にない

無回答

(MA) N=46


image98.emf
22 

12 

9 

8 

5 

4 

3 

3 

2 

2 

1 

0 

7 

2 

0件 5件 10件 15件 20件 25件

女性の家事や育児の負担を

考慮する必要がある

女性が就ける業務が

限られている

活躍を望む女性が少ない

働きやすい職場環境

を整備する負担が重い

結婚や出産で退職する

女性が多い

上司や同僚の男性の

認識、理解が不十分

日常の業務が忙しく

取り組む余裕がない

女性の活躍推進の

手法がわからない

転勤や部署間異動を

させにくい

顧客や取引先を含む

社会一般の理解が不十分

コストや労力がかかる

その他

特にない

無回答

(MA) N=46


image99.jpeg
B ARSEICRETITRERRE

~EERP VT — R TY, @BICEOTHOLIES~

VY

RECHADEREL

BTEICE BIAAOMBICCERECHNEBY. E<HLBLHITE,

ST, AT, BELER A LLT, HEDHLPINHCEMLEENE
TRRETH LA TE LR BLARSEHEOERICAT T, [FE2RERBFH
BEHESEREAFEIOREDEERELEDTHEY T,

DEELTCE TROBSEDIERCHEEZEZZLIBEE L. COFEXKE.
BRI SEDOEREEDSELIETVEELLEDIC, BITBFEAL, TRIC
BEFVD20F/ULDOFEREIC, FUor— MRABEERSETOERECIELE
WzLELE A8 BREXFECEWIUNFAT S LE—TSVELA,

BLLWEZAREBRBTT A, AEOBEZ TEBVEES, LYRVEER
EDFEH, BECCHACEEVETLSBBEOEBALLETET,

SHTE8 A ERFNR FHE B

REZOCEAICHETOHEELY

CORBEBRE. MEHCLEBLETS, BBELTCWEEWE=ANDBEADTSA /Y

—ZDMTERRESETT D LE—TTINER A,

1. COREEE. HEDBADAZERKANEE RIS,

2. CRAR. BEONE RNy, FESERETBEVLET,

3. BEZIE HTFFEDIEFESEOTHT M, ( )RNIZEEMIZTREALILZIL,

4. BRAXOHIZ(OF12), (BHTFEDEDTRTIZO)EWSESIZODEDIEENH
YEFT DT, ZOEEARNTHEEZLZI,

5. CRAVEREWVEHAEERE, AHOREAHBEEIFRBE)IANT, £HTFIA
138 () FTIZ. RANEEH T DH . XIEHEFAICEESEHLLESD, 28, B4
Bl CERMORAXMBEHEL A,

6. CORABICET2HMUOELEIE, FRETHRBEOLLET,

<sELELE> HE&EFH HRETR AER
TEE:0877-63-6311  FAX:0877-63-6391

HELEELAVETF

EBFH ReN)




image100.jpeg
ERTTOSXARSE

EBFMTE 201351 [EBFHBELARSE TSI V] 2REL. BRARSELROREIC
miFREEESTEE L

(GrEn&EARER]

BLOANENBEESNTVSLERBLL T BADENNRIBENIHREBET
AR D EBNBEBICEOGIE. BTERET

BE-AEREDBZIZEVT. BAOKRECERALLTSET RIS ERSID
HHIZADDYLEKENERORALLEA L BEEANLAL. #HRICHET2EHEFE
MILTITICENTEDREEERD

A ON =

(FrEOEABF]

HEAXBE] BxARSEHRIVICHHF-BHONE
EXBEI Ho0250HITBTEBXARSEOHME
EXERN BEMNELITROLLTELEHREIY

(FEnEHE]

6RICIF. A TFETI &T—XICELH#RSE L I F— %k
LELE, Chid, RESMEAEFE>TFETIZBMT D EEHRA
5HNTY, T fBIF BHEOMESMERT (BL SR (FA)]
HEBHES, (D—5 547 - NFUR] &F—XIZLEtI+—%
EEBLTHY. BaAfICFERETETIMEMSEBELLEDEST
STHYET, 0. BEBRFOITEMERHFELLTEY T, (RIARDFEFEHB)

tIF—DHF(XTHS (https://www. city. zentsuji. kagawa. jp/soshiki/11/semina-. himl)

E2REBFNELXXRBE IS VERELET
WAEDOENREEICKRTTEI LN, MTEE2RD
BLHESBE T VERELTVET,
)

RECHE>T. MROAZBSEDIERS. EEOFTOS
ZHRSEOKRFEBENME (SN, v
BENETEVEARGE STEOKRECFAS L TELLEN 5
BOLIFT—PERAORRITENMLES, . e
ERSFTRLHASEEF 75—
Fa—U<A&)yTERA




image101.jpeg
EEL=1KAHIZDNT
BUT-OEHESEAILE, (OF12)

fE1

1 B 2 Ltk 3 EELTHAL
B2 HE-OFEHERBEALLZSL, (OF12)
1 20~29% 2 30~39% 3 40~49%
4 50~59% 5 60~693% 6 70mllE
3 HET-DBEEZHEZZEIL, (OlX12)
1 2HEB (REZCRHHOHHLE) 2 NKB
3 BE% (B%. BI - Y—EXERLE) 4 BEE (BEE. F#L. =HREL)
5 HME (B - &6, fREL. BELAHE) 6 X—h - TINA b, JRE - 2K - BERHE
7 HEIFR- FEIX 8 4
9 &EE (7. 8L4Y) 10 Zofts ( )
f4  BHETzICEREBE (S—h ) [E0FET N (OIX1D)
1T 13 (AELTWD) 2 WH (AELTLARL)
3 WAEERI - FERILT 4 LAWK
fi5 [R4aTr1ir21EBz=AIcb-TRLET]

HET-LERBEE. HBE -~ TULNMMEFEED)EZLTOET A, (OKX1D)

1 #EELTLS 2 HBELTLAEW
6 HUT-ORBREKEABLTVEWEERBEIZET) DBRESEZLZSIL, (OlF12)
1 VDEYESL 2 XRIBZABSL
3 HET (ZHAHET) 4 HERXBLEFLETF (ZHAMT)
5 zofs ( )
7 HLE-ORBREDODIZ. ROA (BLE-EEEESD) IFWETH,

(BTEFESDLDTATIZO)

N ow =

INFERAFRIOFES
BRE - KEEDOFESL
NE- NBHELELTDH
(A 2 TRV AY

2
4
6

INBE - REEDTED
65/ LD
BEDNHDH

8 BELFEORT. BREFNEBRLHIEAHYETH. (OIF1D)

1

®H%

2

AN





image3.emf
9.5 

15.9 

14.7 

19.8 

18.4 

21.2 

0.6 

0% 5% 10% 15% 20% 25%

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

無回答

(SA) N=907


image102.jpeg
RIFEF-REEFEITONT
B9 Bt ROSSHEXFEESBLNET M. RODHSODEEATEIS, HETHb
DEBATHE, (OFENEN1D)

# |2t |a¢| kK b
5 = BAh| %A 7
& & 0
0 Ly
DOXIFHNTEE. ZEREEZTDIEINEL 1 2 3 4 5
Q@&HEIEFEBEBLICBR,BHEDIELY, XKPFE g 5 > A &
FREREEPDICEZ TEELREFIALL
QBEIFIELALESA KL 1 2 3 4 5
@FKETEANL ZEETRANILMESR 1 2 3 4 5
OEERREETHLEEICKIBOER N Eo5. ] 5 5 i .
KDERICLEMNo=IF5HM &KLY
CEDFNEFNHEBRBENTELLESR 1 2 3 4 5
D&HEITER-NEEEBRICTILELNDHD 1 2 3 4 5

10 H3t=E. RODHFITEVTEXOHAIZFEFIZLZ>TLSERBVNETH, RODHHO®
DEBEEIZTOVWT, HHDEZITEVEDERA TEEW, (OlFENRTAL1D)

& o =
| &% Br | %| %
5 B Z |82 g7 | 0

I W 0w 12

A A

i& i
OREEF 1 2 3 4 5 6
QFRREFE 1 2 3 4 5 6
()22 1 2 3 4 5 6
@ttt & 1 2 3 4 5 6
CteES-BE-LERY 1 2 3 4 5 6
@ PHIE 1 2 3 4 5 6





image103.jpeg
i1 [EEBE (-, DNBEDHEEZLLEN]
HEMLGRE -HBZORIASBISOVT, ROOH>ODFEE J LI, HE=OBIK
[THRBEVLDESEZLIZEN, (OlFZEhZEN1D)

£F | x| A= = | s2iE Z

&£ H%E | be | 3% | B
DBEFEEDLD 1 2 3 4 5 6
QEBEO®AIHE 1 2 3 4 5 6
QB MmTL 1 3 4 5 6
@R 1 2 3 4 5 6
OREZDEANLERHOEE 1 2 3 4 5 6
EHENERE 1 2 3 4 5 6
DFELDOWHEE 1 2 3 4 5 6
OPTA-REFRLE~NDHE 1 3 4 5 6
OEHE-BAVEZDONE 1 2 3 4 6

f12 Hiatzld, FELDHBITOVT, EDLIBEZAEHHLETTH. RODHSDNDEIE
BILIZ. BEEOEZITEVLDERA TSV, FELOWENASL, —fBIIICESR
HhBENEEZLLESL, (OlFFNEFN1D)

i e (=t 3 H

AR Zb Zb ol N

" B x5 F 5 5

=) & AN

& Xt & LN

DBLELIC. AFIRFHEINTES 1 9 3 n 5
FOBEANELTOBENRES

QB ZLELITIRE, 1RER, SRBLE ., EIFIC i o = 4 5

BEGEITERITOTSED

BBXIFEATIDEEAHEDT,. X
DFEFEDFLLL BOFEBDOFLL 1 2 3 4 5
BTRIESH &K

@BOFIZIE. ZOFLYLELVKEDHK
BEZTEEBIFESHELL





image104.jpeg
iSO HEEICTONT

B3 — RIS EMNMEEZELDILITONT EDFIIBEEATT M HLDOBEZIHLE
WEDEHSEZLIZEN, (O1F12)

FToEABEEELEOTVRIESI LKL

BT DETEHAEEEZLEE, HLFLERVESHLNL
FLEINTEDETEHMAFZEEE, HLEHEBTVIEIAELL
FEEMNTELOMAEEEFUL, FELIZEAMDLBRLBO>THUEDIESI AL
ZHEHEESZRVIES AW

Zofh ( )
el AR AN A

NOoO o wN =

14 ZEAEEELLERTEIATOMBREE DLIGELERBNET D,
(BHTIFFEDBNDTATIZO)

1 REBR NMEIBEHEZLYITCVTEARAH D
2 ZREER - NEIBEHENTIEHFESATOEN

3 Bxzoffé (BEd - 5 - HEIEE) TKRENDHD
4 BROLABERBICKRENHD

5 FHEREEARL

6 BHNHD

T EINTORINTBREDKRRIGNTAAY bHH D
8 HSICHIERREL. HERRALLOBANH D

9 LULAELHHITWTESAH S

10 ZEICHEEL BT LS LV S BRI RN

11 HEEKETDEZEAOREORBLIE LA N
12zt ( )
13 HFICXBEIFGRN

15 BR. N RELLEICLY £FZE 0O ULIBHRBEFETIEE. HUFEDK
SHIEMBEEZEBVET M, (OIF2DFT)

1 BEEBOERIRMH; 2 BRBEXEYIEECHEIR

3 BECHTIBHER 4 RE. NES—EXZORR

5 #Ha—K& (RE) OBHER 6 zoft ( )
7 bhhnEwn





image105.jpeg
16

EFEORTOMEE IETRELFPOMIBED I OBEEICOVT, HEEO[RRIRD
BEVHDEBE RS, (OX1D)

oo w N =

MMt%E] 2B%ELTVD
EbbhEVWRIF TEE] 2BELTLD

T & TREEFOMBTFER ONTURESFE(ES>TWVD
EbbheWAIE TREEFCHBIES 2EBELTVD
TREAFOHETES) 2@BELTLD

H b

17

EFEDORTOMEE IETRELFCMIBF IOBEEICOVT, HLEEO[FLIRD
BEVHDEBEZLLEEL, (OX1D)

oo w N =

MtsE) Z@ELEL

EbbmnE VR THE] #E5ELEN

M=) & TREEFCHEFERH) ONTURESEEY L
EbohE VAR TREEFCHIEES) @ELEZL
TREEEF L 1IZES) £@BELEL

HirbEL

18

LEOHRMTIRRINEAELIFLZIOBEENEEIEIZE. EOLIBEANSTT
M. (OlX12)

i

REWGEEL D 2 HEQBBAAKENHLD
RE (REXES) OHELAKRELLD 4 RE (AR) ogEsREnnd
RE (M) OAEAKRELHLDL 6 Z0fth( )

19

HETE BENEDBITHEOCTVHREREZ DB LOICE, EQKILTENKEIZER
WETH, (OIE3DFET)

© 00N o h wN

BLTRELER. NELLITHALTRYMBD
BRAECNERELGELZHENFALLT (TS
REY—EXONES—ERALEERESY, #LPVFATEDILS12TD
HHEER EEET S

BhoEAKSE (A, BBEHELRLE) 2BFITD
BETOBLROFHELCERREDKREELGRLT

N— a2 A LHEBECRESFBEOFBEUERALSED
BISTONTZAA Y b (WPADYE) DRFLEIZEDH S
HERIZhhb DT, BEERIRTELELS1CTD

10 ZHENBC S ENDEBNEED L SERT
11 zofh ( )
12 $TIEBLALLITHELT VWHRICARO>TWND





image106.jpeg
20 SEDE R ONE. HFH~DEMEIEATNDEBNET . (OIX12)

1 #ATWD 2 HEATLERN

21 SHEAE RONE, BFBICEAHLLOICE., ANBELEBNET N,
(BTIFFESBNDTATIZO)

BHELBERCNE. HEFEHCSMTI2OELUEZYAEVSABHEDCD
BENBRAE - NEAREEZRE LT VESREORHFEEHLET D
REHESBENHT S

BHRIARRTELS HRERETD

SHEA MRS CEBNICSMTED L5 ICXET D
BHEQ=HDEREFDOFTRER D

Z 0t ( )

No o wNn =

22 [E7 TTRRICM DMERAZFOFELIAVSHICHE-THRLET]
HRI-ORETIE, LTOHEZFALELEN (ORFZERENRTID)

@ | A AR (BRB| VE

FE | A8 | BB 2KV | &8

A& (B LIz |[BAT| hé&

B B L% AN Ay M| 2%

= n 75\ 2514 | =M@

2 2 1= @ty (A

= 7= T T
OBERHKE 1 2 3 4 5
QFRBENE®RE 1 2 3 4 5

QUERNDILYIRIA LOBEHHLE 1 2 3 4

FTVRALGABHEEATINZEREN. HTEFEFEDZLNDITRTIZO)

23 [22Tl2(B#) . XIE3(RF) (FFIALLGMN 111212 THEOE DT AITH = Hal

FALTOELMES . ZOEH [@)533]

@R#

FEEML BN

1

BSICHENGM >z (b ShTULARLY)

fTEMELA S

BRIRE  NMEAREC L DTHE (Rl FEAOZERE) Hid o7

S cHEZRALICCVTERS (EREOHES) Adho7

WARERY, BENIZHELLAD

TRECHHEAO-OBRKE  NMEREORBEGEH =S BA D

HEE PN L IR L7

Ol N[O |O|d|lwW|IN
|| N[l | wW|N

BuTunianotz

Ol | N[Ol || W[IN

o

Zzoft (

~
o

o





image107.jpeg
TIEDFEEHEEIZONT

24 BAF=A RISHFEIIUVHELRBICBV TS REXEA L LR HIFIALNERS
DIFENTIT M, (HTEEFESEDTATIZO)

1 #HRE 2 PTAZE 3 BISOEERE
4 HBEZRCEARER 5 mMEPLHR 6 R OFERER

fH25 BISOHBHRICEVTRECHHREDFICKENDLENERBBALZEBNET A,
(BTEFFEDLDTRTIZO)

1 BHECOERK 2 HREIPLEE
3 HEFELAT+H 4 REOERE - BANFONZN

5 LHIZHTHHHE - AR5 6 ZMEOEBMELSF+5

26 HArt=(E. BUA-BF-EEEORIH T, KOS MHIEH . XD —F—H11EZD
LEDESUTEBINHHERBVET A (HTIEEHLDTRTIZO)

EHREERANIMbD L&Y, FE-RMECESR - —EXDEESLD

AM - FBAORRICDBAY, HELRISENEEZDENTED
LHEOENRBRENPLT (A D

ERHEn S FNEERLENTED
BLfbTEFLAMMNERTED L1245
BEMHLTHEFLREOTMAEBELLT VHRICED
FEEEOERLEEBEHORE LHIES
BHORE - BREEADSMAEZ D
SEYMLBLUANADOZ ENBESN, EBICXEERTENELLD

BHORI MEY., BUENEELOS A

RE - NELLEOAHY—EXOREMMNMEX L, RIBERCANEENEKXRT D
Z 0t ( )

N2 o ©o N oA~ WwN =





image108.jpeg
f27 Hret=ld, BUA-BF - MELTEDOEZ L HFTRMED—F —EHOT LS [BEEILLEL
DIFAEZEBNET D (HTIEFERHEDTATIZO)

BEATE., BELANFHBORRE SEFO>LUENDPENT L
ZHBEN) —HA—2BHLEFLELLBNIL

LE-RE - BTEALEMCEEN LS —F—EFLELENI L
EREPBOEEN+HTIEANI L

TELLICHEVTIE, FERBICHRDLEEESIEZE L

RE N RFELLICBTIRALDREOXBEN A TIEARNI &
RE - NEOXELRLEOXWY—EANTHTRENI &
AFICTPYNVER LRGN E

BLLELICRA—HE. A—ELLEBEHENEENHDII L
—AVEYDEEACEMEIAEESAAE NI &
REOBREGANTOIAB NI &
HELREEMITIEHOICHBEAEIXRT 2RI D RN &

Z 0 ( )

SRI2S0eNeoas®N =

28 Hirzld. KEDFRHEEDORMIZE T HERD 5. EQFERMFITBLRITEHEEL
FIH (HTEFEDLDITRTIZO)

REFCHHECRET 2BH (5. REHE L)
BEONYRECFERBICBYT 21E®R (5. FANKE)

N REOXBEY—EXETIER (WA, FIRFERLE)

B - B0 OBEIRICET 21ER FIAAE BHERL)

£ - NPOEBHNHOER (XEAR. HHERLE)

HREBR - NELOMIZEFECETSER (WA MAFES L)
HE - BRAEERGALHEEMGE L TV D LEDNETLRAHIET 1ER
HENICRE - BRICSET 2 50T TILVEGICET 2 EH

D=7 347 - NTUADHEEL, BEHORE LOEREAGI<ET 5 1ER
Z 0t ( )

© 00 N O O wN =

o

ja




image109.jpeg
VIV ATIVINGRAIN FART 499 INAA LU A (DV) EIZDNT
29 Hit=lE. ROOMSOETHERIZDNTRERLEY., B aTREZELYLI=CENDHY

FIH (FhEN, HTIFELEDTATIZO)

CEH|cE|sB |2 |ER|M_|LE|
En | ER | B | Fn (B | 2| £E 5
AR | AR |20 |0 |2 ||t &
HR | bE| LT | ANET | 20| 0VE| L h
27|30 | Ab | b | HH |58 | AT >
5 8 2l 2Ky |0y | cE| @ | HE| £
= = e R e == & | B HE
25K = | & 6, =
% i bl h | An e
= - % | HT
7= * | %
(D-t'7~/:|._7)l,/ \TRAVR 1 9 3 4 5 6 2 g
(2/\3)
@GRt 1 2 3 | 4 5 6 7 8
[CAW2AS))!
QRABZTFAINSRAV
(22> 1 2 3 4 5 6 7 8
@/(?:7_'_4/ \TRAVL 1 2 3 4 5 5 2 3
(A7)
ORARTAYINAF LR
g 1 2 3 4 5 6 7 8

TONT AICK LENBENASECEBETL. TOMSEERICAFBEMYFZVNELEY,
BISBIEE ARG EDICLEYTIEHN L

RONT BISICE T 2 e ARBRA L, ARANOEBMEEERIC. EHOBELELEY 5%
BATAEEERERETHEHO_ L

RANT ERPOLZEEFRICS B L0ER - HEICEHT2EHOL
INANT BUENBRSBMEELCTALORMEREBET 2HEFCHRAREEETIEHN_L

D Vi BRECEA REGE, BELBRICHD. XEHEENLSDDNIRACEE
WREHDL

10




image110.jpeg
30 [M29TEABEA2 ZH=-CeNHDIEBBEADHITHET=FHRLET]
HEMTHTHEATY BRLIZYLELED (B TEFSHLDTRTIZO)

TRICEKLE

FBER (ANERRRO. NEHEZES) cH#LE
M (ZMHAEKE) ICHE# L

m EHBOPERERERZRS) K LE
REOHKE (FELReHRIL—TF) (CH#LE
EfvhY S —HLIc# L1

RIEICHEH LT

RA. SIAICH#HL

Z ot (

ET (Fh) cE8%Lah ok

© 00 d OO wN =

o

31 [RI30TIM10 EC(F2h) ISHHBLAA > IEBERAITB=TRLETIHUATET

() IZBEBLEN 2T DR, BETT D, (BHTIFEDZLDTATIZO)

BEN L THIZCEEZ RN 2 HD
ZFOZLEITDOVWTRWE LK G =B
HRLAE, 32LVEVWTLESTNDLER =MD
BOSZAREBINEMENCDEFEL>TWTEIER=HD
BOICHEBEWEIANHDIEB o120 b
MAEBERAHR B2 =MD

HEENEND S

EC (Eh) ITHHLTELD, bhdanskzhb
BHLTEEEKLELEE D

HAROOFIENEL, TREBVET DI LB o5
HHATIIEEDNDZLETEBRVWER D

Z ot (

N 2o © N oM~

)

BREEBVWETH, (OIF3DFET)

132 HiT=(F. FARTAVINAF LU R (DV) IZH T 2HEOIIELL T, EQLSLGEFEA D

D VICEF 3 L3R - EAEFHORBBN LRI
RECHBETORNEHLET 2-OOEHN - BROBOFKR
PRTCOBNEHLET 2HOEM - BREDBDOFRRE
WEEMEXL LT VBB DY LEARODOTEE

WEEOA I EY VI RE, BHNLEPORER
BEEO—HRELTORRRESHT CLi—) REOERF
WEBREDFELEH~DYR— FDEE
MEFEOEECAT RFELY R—bDFEE

AFA4T - UTFITV— (BEARBBERST. BETIOER) HBEORR
10 ot (

© 00N O pd wN =

11





image111.jpeg
HIEEB AN DS MFIZDOLNT

fE133 SHAT=IFZD1EMT, EQKSGMEERICSMLELD,
(BTEFESDLDTATIZO)

s DB SEENIHR

ik, AR—Y, b, HELEOY =L - TL—TES

BAR. A, BAU T T, kUKL EDES

BESZE. BETHUECEREHEICHTIEE

BihE. BEEXELEBUART VT4 7ICETIES
EEOFRED. VA VLR EBEREDDHDES

WIHOHIE - RBERLSHERERLLEFREICYDLHOES

Zofh ( )
9 LhizesmLTLiAan

0N O WwN

34 [RI33TlroILBEA=AICHE =T hlET]
TENIZEBMLTLVELEBBRERZ THEEW, (BTEHFEDIEDTTIZO)

1 L TRREAAL 2 sl REOCERINE

3 —#IcBEmTeA BRAYLE) AR 4 BREFRSLICVWERZRY LFBHIZCL)
5 AMEBFHEADLTSHLL 6 mEPHEACZY AN

7 BmMTREo>HEABN 8 MEMERLAEWN

9  HhiTEBICEET HEWA G W 10 #HiESHHNZR LTS

11 Zzofh ( )

f35 B - KEREREIC. KEORRICEELTRVECHRENHDHEBIBDEBATY
Ao (HTIEFESHEDTATIZO)

1 BEFTORE - EEES 2 WHEICHT DEREH
3 BM. SRk, BR&G E DR R P HiaEE 4 FRERES

5 KEFROIER - DR BHHERAES 6 HlAw

7 ot ( ) 8 bhhdhkn

12




image4.emf
17.6 

20.2 

6.4 

0.7 

4.7 

17.1 

13.0 

0.8 

15.7 

3.2 

0.7 

0% 5% 10% 15% 20% 25%

会社員

公務員

自営業

自営業

（開業医、弁護士、芸術家など）

専門職

パート・アルバイト、

派遣・契約・臨時社員

専業主婦・専業主夫

学生

無職

その他

無回答

(SA) N=907


image112.jpeg
BLHERSEMSDHAIZ DT

136 BAARSEHRICEHTEIEENSL, REYBEW YLD EHYET M,
(BTEFESDLDTATIZO)

1 BxiRSEHKERE 2 TFEREBEEN

3 BLXERAMKBEER 4 ZETEEER

5 ROF4T7ovay (BBNKEES) 6 TryvH— (MMM

7 =934T NFTUR (EFELEFORM) 8 L GBTHMENIHE

9 ot ( ) 10 REYEWEY LEZORGN
137 BRARSEHSDHEED=-HIZ, TITEDLSIHELELEHETH, (OIF3DFET)

SrEORS 20N as N =

ZHEDEHOEAROACEN VAT LEDLD
BECHEREDS L ER/BNICERT S
ESCHENLTORBELETVEEZENIC OGN EDERDH D
BEHRSEICOVWTOERERHIWATEMKT S
BEOBLIRASEFBE~DSMERET S
ZHEOFECEEINEBOBERMELT D

FREBICBNT, BLIEEOHBELED D

HERFBILBWT, BAXFEOKFLEDD
ZHORFIZEDOSH, ME - BROBR/OLOOBRERHET S
BaNEbIcBERIToNIFESE (BRIKE NERE BERHE) OXRELEDD
ERABKLTBRGOBLTELED D
FETHFOADNRD L THC O OERBHECHAMN Y —EXDTEEEDH D
BRCEHENLEOABEGHT I-OOHANY —EXERERSED

Z 0 ( )
[Tl AN AN

f138 BEARSEICEHIHLTRANCEROCEEZENHYELIS. CHHAICTERALESL,

BRIFULETY . CHRABYAESITETNEL,

13




image113.jpeg
EEFH
Bt ERAEECRT3ERAT7 V-

RECHADEEN

BEE, TABICCERECHHEVWLEEESECBILBELLETET,

EBFH TR, THMOBEETCHTLEREOMMECET 5@ (FR2TELEE4S, B
T ToMEBHEEE] EVWET,) CEDEF TB50RRBICE > THELFTEER XEFELS
LT RN ZOEMLENETDICRE L CHELEFCBVTERT L 2HET 00
MBRERET D LLELTVET,

COT7Vir—bRAER, THOSEEMCBTI2ERAORRCEXMEDFRG ELBRBL. ZHE
BHEAEORB 2EICE DAL EERET 50, FEACHE L-TMRND6LULE
DHEENNDBEFMERNZICEET D HDTT,

Tor— NOHRNSBEBEREERBRIELFECLEVEEZTEYETOT, HLLL
ECABIBLARBYFETAD. FUT—FOBEECEBBWEE, CHACEIVET LB
OB LETEYT, 8, COT7Ur—FIRREERTE-H0E0THY . BIERNBICLST
BEICADZEDTHREWDI CLIEHYELADT, HYDFFERBZZCLEIL,

SHMTESA EBFhRk T Bl

AEEOTRALHOTOBEELY

é CHEFREEFERECE - AFFPIREEELSNTODAICEREVLEYS, h

CERAE R—ILRY BEEGRETHREVNLET,

PEZE. HTUIEDIEESEOTHEH . BESTALLZIL,

BRXOEIZ(OF12E). (OIFLKDTE)ENSESIZODHDIEEABHYES

DT, TOHEARNTREZLS,

5. CRAVEEWV-HAEZZ. RAHEOREAHEGIFAE)ICANT, £HTE
B13B (&) FETIZ. RANZEET 5h.. RIETHERFTICEZESFLZSI,

6. COFRECEATIEMULEDLEIX TEETHEWNWLET,

el

<BELEDLE>
EETH MRAEFRR AHER
FE:E:0877-63-6311  FAX:0877-63-6391
EBFT EFRELN AIHALR
E:E:0877-63-6315 FAX:0877-63-6398 HELHESAVETF
ARFrSY 58—
A CEo~boh )

EB®FH





image114.jpeg
ans

SREBERNROLATIES

-

BE. B2REHIFC. BEFRENTOATVET,

DFEEEAFEC R, RISV THI0EH. 20642 RBA2 L. AONKE CHLT
pLEbI. HROERDE K ANEORELREL LD EARENDLDELTFEEN
THY. BETHOHR. BRONELOEMUAL L, B<CAD—XDEHRILEHSES L
LTBATWNKRENHY FT,

5Lz, MROBEDOERICENTE, BCHDBINLELOERBICIE L. S5k
BEAEBINTELIFBHREEERL. BCHF-AVEYDNKYBIMEROREERTSH &
SIZFBIEITEDT, BEOA /R=YaVIckdEEERALE EHIC, REHRSOILK
PEM - BENEFDICRETESIRKEBR L. BEAAECELHBBSE~ORY BHE
EHONDEEEO>TVET,

BEAREICOVTIL, TEESEITLTZELY,
BEEFBHER—LR— [BEFHE OERICHITT
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite /bunya/0000148322 html
EOH#D IBREMO. BEFAOTFEICOVTHHLTLET,

BSSHRREOREGEY (L) BEARE~ORYIEH
https://www.mirasapo.jp/workstyle/index.html

PINBEFOEREICK Y, PNBE - INRIEEEEOEEKER L.
AFRBOBHECAT TBEARE] 2ERTIXEETOT
WET,

SR N -




image115.jpeg
EEFOBEIZDONT

B ELFEIETIA. [ORFX1271F]

1 BMRE 2 BEEE 3 HiEE

4 BRKE- AR -BHGE 5 BHREEE 6 B

7 HIEE - NFEE 8 & - Rk 9 TEIEZE

10 #REJE - BAx 1 BEER- S 12 %5 FEXEE

13 H—Ex% 14 Zofh (BAERISE : )

2 BEFEXEMOMRERISOVTHEEZIEEN, (BETESEADKR)

ERHEEERBEEEED) FERUEEE
WAK

55 55 $ﬁ¢@ $ﬁﬁﬁf# @

a2 1amo | gAMon | RS | Gruseac B

BAZEOHK
B A A A % F A
ik A A A I3 =3 A
At A A A % F A

(I, TIORF RN EREMIZLERA)

3 REHDOHOMIL. MEEDEDMREHRZ TS,

[ZhEhOlF1271F]
OREZFOMR 1 BH 2 &k
QEIZEZEDMR] 1 BH 2 ik
v )
FESTBLARSEHES v 55—

Fa—U<A&YYTESA





image116.jpeg
EEEBOIKRIZDNT

4 BEBERICBVTHRE. ROBBICESTELZMREEDHOHLEEEEDILNTTH,
[ZhZhOlF121+]
% 10% 30% 50% 80% 80%
° e ES e e Bk
@ ‘ZE-SREELE 1 2 3 4 5 6
@ BREHELHE il 2 3 4 5 6
@ FREHELE 1 2 3 4 5 6

fE4

(ﬁ4(1)u.ﬁ4ﬁro%Jith1o%*ﬁJEO%OHt$imwﬁﬁ§i<Eéu)
(1) THEEENADEVDABIRBHEWVIEESTABLDIEEDISTEANSTTH,
[O1FLK2TH]

T oo NoaM®N =

DELHFOCH N ERT LN

RO AR D H 2 E XN DN BE. ERICOCEHOEREHZEEE: LTV LENEN
T FEGEHIEC. RBEICBSETITEBBLTLES
FRENFBAE . REREELH D

Hik, £EEEHNH D

BENLHEERE VAP

RENHDDTEED DEBICFIT DAL
EBORBHLHRIZFEE SNBL, H 5 NEREISIEANTOEL

ZHBEN, EEBICHSZEEZATULARL

L7 A BTELBMHALEEERERE LA

ZOfth (BRI : )

f5

ZHEFRTAOICEFEEMTIHEDLIAIEICTRMYBATHET D,
[OFLKDTH]

ZTZO0OONe o s N =

LHOERICET A RLMREEDD. ALE  EEELRETIE LENOELERHEERFELTVD
ZHOFERRACERICH > TCOMBERORE - HHEFTOTLD
ZHEEROODFEERE LTS

EHICBBELMBORN. ERINEDO=HOKELHEE, MHICEFERCERBLTLS
LEAWNEORIEDRE VB ONT, BREENDH DM EB/BWICEHRAT 4L LTS
PEEERSBECRAKBECT L. AEEROEEECOVTOERET>TND

MRS &K YFHES 5 EARNE S, ABEREELRECEDTND
BEHAATOEAZEHSHE,. JMeFERBET . BECTVBBREOI(YET>TLD
AFLEFEOTINHOFIEORENRER Y, FEEE/LTLD

Z Oty (BRI : )
BT LTUOARN





image117.jpeg
BIENTGRAAVMIH T HEYHEAIZDINT

fEi6

BISICHEITEBRBNTRAAVN (K EHLET S0 BEREEMTIEEDLSIHTLICRYME

ATLETH, [OFLKDTH]

X BIBZICETEAOE. KBITADILE TEIVVYIANTRAV N [RT=NFRAV K] TR
BZTFANTRAAV N E0H D,

N o o N

NFRA Y MRS ZRHDES, FIEDOEHOEKNER EE-RBEETE YT LD,
HEEBICHLTHRLTWS
HEBNERITNEFHEICAL, HEBISHL, FBREICKYBERLTLD

EHiE - EREHIERHE L. HEBICAMLTLD

WEEHNSOEE - AN B> BEICIE. EREADREISHIEL TS

ZOfh (BARKIZIE : )
W, RAPELSEHERTHD

B2 L TN

&7

BELEMCENT, FEN\TRAVM RIS A HELTHICHLLERLTLNDD
IFEDESLEIETT N [OIFLKDTH]

No o~ wNn =

TSA N —DREHLNEH L

HHKEZTDIHEIC. ES5VSRICEBTREMDASEN

HHKEZTE, EOLSITHULES KW hbMSARN

LEEDS VDL BIES S, ERERI/HLL
HEDOEBME L, MIET2REAE

Zot (BEMIZE: )
BICELOERLTVWD I LERN

V=547 N\FVAEFEEFDER) 2D T

fEi8

BEEFICE. BRAEFEDRENHYET M. Tz, LSS IFKRBROHHEERMED
EEELTLET M, [OlX12121F]

Bd i 2 B EEBD - ZEEL

T (M8 (1)-M8 (2) £ M8T [H5] LOEOHE-BRFOHBEL < F2ELY
RI8(1) FELMARITEAETH RIKEELBCENTEET A, [OF1 D]

il
4

1 R 2 1@~ 16 AR 3 1mE6MA~2mKiE
2%~ 3K 5 3@t





image118.jpeg
f8(2) Tm28F4R1BALFRIEIAIBETORNARFEEBLAISEEAL TS,

ZMREEE BHREE
AN - EBEHNHE LHEEH A A
56, BRAEEFALEAOAY FIATREET) A A
56, BRAENKRT LEAOTHRGEK =] : =]

(BEIINEREZLIOERA)

9 BELHALFETEIOIRERICH T IHEDFE L. BLMEEDSHROTFTEICONT,
ROFNESLISENZENH TEIFESFESICOEDIFTEEEN, [ZhTHhOE1271F]

HlEA HEN L

Hd | gA%E | B | X=E
@ BRBOFENFEDHIR 1 2 3 4
@ BRYDFRFBHOHIR 1 2 3 4
® BRPOEFHMEFEHIE 1 2 3 4
@ BRPDILYIREA LFIES 1 2 3 4
® BERPOMRE-LERZIORE-BETOHE 1 2 3 4
® FEMNTRMH 1 2 3 4
@ FELDEFIRBERFIE™ 1 2 3 4
BRI E O E 1 2 3 4

KOy DORYA LHIE : BEEH'ED THEBSRIOIE
KERKBHE | BREDFEEEEETDCHICFSBREDKBREZRDC ENTEDHE

* R ERDDCEN TS DMHIE

10 FEDEFHOLMDOBHRBISOVT, BAKRELREAEZEL, [OIF12£IH]

1 SRS LORBNARAICEHTLS

2 FERMER L LTABHARAILZHTND

§3 FRALTLEN

4 EBLEBVALBW

(10 (1) &, BIOTHRALTWAELMEER TEBLEH VALK ISOZEDH-EEROHAE

ExAEZEW

f10(1) FELEFOXMEHRALTOENEARRFAITT A, [OFKDTH]

BEOHBEHE TOHRBMNTETRLAD
KEHENTELROLS
BENTELRLAD
FELDTEREIZLDZEBHZ DD

o o wWwN =

T (BEMIZIE:

FELDRRZ E IR DRENGHRIBARES 5505





image119.jpeg
11 FELEF/OXUDBUBICHT=Y . AZROFT M [OIFELHD2DFT]

1 RYIVERBEGE, REPICBERENALOLHOOERERBLTIELL

2 FECOAMOKEEZFALT. BEERBROCLENERT I F—I28MT AL,
BE TS o EEMBELTIELL

3 BRERMCRERFLLE, FELERTTHEOTEIBEEE-TELYL

4 Zofh (BAEMICE: )

12 ERERMICE. MEARFEOREABY T M, Fio, BLSETARIRPBHFFRED

EEELTLET M, [OlF1211H]
(5% 2 B\ (ERBY - EEAEL)

(12 (1) - f12 (2) & 12T THB) [COZDTEERDOABELLLESILY
f12(1) NEREOHMOREZNDOETTI M, [OF1DF(]

1 3AAXME 2 3mA~6nAXKE 3 6MA~1EXRME
4 1F 5 14BE 6 MREEFAL

f12(2) Fp28FE4A1BNSFRSIEIAIBFETORAEFEE BLAIITERAL TS,

ZMREEE BHREE

NEREEFALREERK A A

5b, NERENRT LEAOTHREGEK . =] =]

(BREINERE_LIOBHRA)

13 BELALREDNBEETOIURBICHTIFEDARPL. BLEEDSRDFEICD
WT ROFIESEITENERH TEFEDESICOEDIF TS,
[ZhZEh O 1271H]

HIEA HIEEA

5 | gazE | mEh | ke
@ NEROFESN S OHIE 1 2 3 4
@ N ORI BOHIE 1 2 3 4
Q) N EP DGR TIE 1 2 3 4
@ NEDDILYIRAALFIE 1 2 3 4
® NEPOBE-BREFLOBL-BTOHE 1 2 3 4
® EBXFMBEOHIE 1 2 3 4





image120.jpeg
14 & BR-NEEDREHNELEET SO DT GREIZFTT .

[O1E32%T]
1 KRERORBEEOHKGE 2 HREBEORBEEDILE
3 REFOERRT 4 EEHBOMKRZ N ESHF AN
5 AFO—F—vavThHN—F25LE0EENME 6 FAE. FNAZHORATEDRIE
7 ot (BEMICE: )
8 bhhbi

FEERECFRARBROKRIZDONT

f15 EERFOFHIOFEICHEITHM AR LY I DOTFHEERHEKE. Bal. &EAII<

BEAIEE, [FhEROR1DEH]
TR RERI
| OBMBLE | 30BEBLE i B
10RRIRE | sompss | eommmam | CODPAL i
E:2d 1 2 3 4 5!
] Mt
p-di3 1 2 3 4 5
&, B 1 2 3 4 5
IR 1 2 3 4 5
P16 FARI0EEDDERERABOKRICONTEERLEN,
SHB~ONEEMAL s mWeE
(@IS <) SHACBREASH | (am—meEn)
A B/A
Bt B %
o B %
at A %





image121.jpeg
ZHOBEREFICEITHEEOHE®
BLHARSEHEITONT

17 ZESNBEEEICENT AEDRBRETEDLSBBEAETHONERLEBNET

Mo [OIFLKDTH]

N

© 00N 0w

o

WETEHTFSS56F. #HEL L TERTDESIALL

HBILERTERC B2, N— A L GBE~OEFRE, $BRULEEEZTHL
[ES5A&

FEIEEHIC—IRA DR UVVEES AL W

IR - HEZHITER L CFETISERTDIES &L

FRIEONED-DIEBE L TNEICEZTHES80&N

iR, NMEFTLILY IR A LACKEEBESHHZEEFALT. BSHKEITBHES AL
iR, HEE, NESETHEELD, BEOVELTLEA LT YHETHES AL

IR, HE. NESTHEELD, BEOVEL/A— A LAHBETHIES NLL
ZDfth (BARIZIZE : )
ZELAEN

fi18

KIN—=EEA L DIV A LSNDFTS
XD IH 1 L ESBEET,. 1B8KEEREOMS

kﬁﬁﬁ#iEFBUT%EUﬂKtbb BLARSEHREMEL T 0, S,
TBIFED LG EICHZEANTIKAREZFEZERNET M, [OFLKDTH]

oo h wN =

~

10
11
12
13
14

FBEFEREEORMEH I Y DD

FEOHEOETRELETS

L& BERE OB ICTEBINICERT 5

EREAROLED ) — X —%BERT D

BUSCH T2 BLOHELERY K NIZDONT, ARNBEEITS
LTHEORFTOEREEC LY, HELEORITNDEN > AHFREADLEDELE
RELEZYT D0, BESBOBEIFRERRSES
FERESOCNEXEEOHEERY —EXERERSED
FREBOHERFBFOEEFEDIS T, BAOTELBADOEROCH A OV TOEBEF
ES el

BEAOEZHICEHT HBRRECTROES. Hk. BRELEOLUVA—6FREIED
FHMBHEER ORBNE4T S

RYMATNDRECHT ZREHE - BHRRERLEHET D

Z Oty (BRI : )
TR0

bbb





image5.emf
上段:度数

下段:％

901 159 183 58 6 43 155 117 7 142 28 3

100.0 17.6 20.3 6.4 0.7 4.8 17.2 13.0 0.8 15.8 3.1 0.3

398 101 136 31 4 2 24 1 3 84 11 1

100.0 25.4 34.2 7.8 1.0 0.5 6.0 0.3 0.8 21.1 2.8 0.3

503 58 47 27 2 41 131 116 4 58 17 2

100.0 11.5 9.3 5.4 0.4 8.2 26.0 23.1 0.8 11.5 3.4 0.4

無回答

全体

男性

女性

専門職（医師・看護師、保 育士、建築士など） パート・アルバイト、派 遣・契約・臨時社員 専業主婦・専業主夫 学生 無職（７、８以外） その他 合計 会社員（企業等にお勤め の方など） 公務員 自営業（農業、商工・サー ビス業など） 自営業（開業医、弁護 士、芸術家など）


image122.jpeg
19 EBERTERMEDFREICH T THEL TLSRYMAZEDLSIBEDNRHBYET H,
[O1FLKDTH]

THREBORAIK, /S— FEHHENSEHE~DER

MY TL v I RE A L% HEEROZR
HECERZFICLDIURENN YT A LBLRVKSBABHEOEA
B s HIZEFOEUERICOVTORADEBMER
ZEDEEBA OB ER

ZHEDTERICE T AN OHEEGS] GBLIE - FEEORE - / —BRET—OEEE)
BHUEDNODHKE - FHEHESOTR
LTHORBCREICH T2 HEREDRTE

by TOLMEERHEEICBET AV E—CORIE (A VRREEEEED)
FMEICLZEEEDDLIIZTD
TERNERACZERBIALOHRE

Z Ot (BAREIIE -

HFITAR 0N

= el SN NG I S N

f120 EBEFRTRMEDFEMEIZHI->TOFEBIXEDLIBELEDNHBYET H,
[O1FLKDTH]

ZHORECEROCAHEEETINENHD (FBREINFE - RREFBEIHIZLY)
ZEARTSEBMNRONTNS
EEEZECLEN DN
FEIECHETRBT 2 LEAE LY
LERICEEOBEORHE. EESR S
BEOTVRISERE (FIECER 2BHET28HENEN
EHOMEMESHEI LW

HEDOEBHME L CRYBORBH L
BECHE|IEEEOHE—ROERAT+5

X MOFANIND (FERECT ISRBR LA
LTHEOFEREEDF AN DAL N

Z Oty (BRI :

B2

SRZ2S0oNo o s®N =





image123.jpeg
fi21 JERIC, BEFTOXMEOBELTICHS THTROHEICHT IR LPBLHRSER
RITOVT, CERPIEEEAHYFELIL, CHEICTRRALESLY,

CHRABYMNESITETNELE,

R 0IREREHE (UIFLE)IC
ANT,. SMTEIR13H(£)
FTIT.RAMIBEET S0, X
IETHERFTICEESELIZSL,

10




image6.emf
いる

（入籍している）

73.2%

いる

（入籍していない）

1.1%

いたが離別・死別した

8.3%

いない

17.1%

無回答

0.3%

(SA) N=907


image7.emf
共働きしている

56.8%

共働きしていない

40.7%

無回答

2.5%

(SA) N=674


image8.emf
ひとり暮らし

10.6%

夫婦二人暮らし

23.6%

親と子

（二世代世帯）

48.8%

祖父母と親と子

（三世代世帯）

10.0%

その他

5.1%

無回答

1.9%

(SA) N=907


image9.emf
14.4 

18.5 

11.4 

33.8 

5.3 

7.1 

29.8 

4.4 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

小学校入学前の子ども

小学生・中学生の子ども

高校生・大学生の子ども

65歳以上の方

介護・介助を必要とする方

障害のある方

いずれもいない

無回答

(MA) N=907


image10.emf
ある

41.3%

ない

55.6%

無回答

3.1%

(SA) N=907


image11.emf
上段:度数

下段:％

901 374 502 25

100.0 41.5 55.7 2.8

398 136 256 6

100.0 34.2 64.3 1.5

503 238 246 19

100.0 47.3 48.9 3.8

全体

男性

女性

合計 ある ない 無回答


image12.emf
6.6

6.5

35.8

10.3

5.2

9.5

5.1

25.5

26.5

32.9

20.0

17.8

27.6

30.5

26.6

27.1

5.7

18.3

23.0

15.5

24.9

22.2

26.1

6.2

19.8

29.2

19.4

22.6

17.3

12.1

17.6

29.5

23.3

26.1

15.3

1.9

1.7

1.8

2.1

1.5

1.9

1.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

① 夫は外で働き、

妻は家庭を守るほうがよい

② 女性は結婚したら自分自身の

ことより、夫や子どもなど家庭を

中心に考えて生活したほうがよい

③ 離婚はしないほうがよい

④ 夫を「主人」、

妻を「家内」と呼ぶ

⑤ 重要な決定をするときに

夫婦の意見が違ったら、

夫の意見にしたがったほうがよい

⑥ 男の子が生まれると

後継ぎができたと喜ぶ

⑦ 女性は育児・介護を

積極的に行う必要がある

(SA)  N=907

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 わからない 無回答


image13.emf
7.3

6.8

42.7

10.3

4.3

13.1

5.8

6.0

6.2

30.6

9.9

6.0

6.8

4.4

27.1

25.6

29.9

22.6

17.8

34.2

33.4

24.5

27.2

35.0

18.1

17.5

22.3

28.6

26.6

24.4

4.5

17.3

21.4

9.3

21.9

26.4

29.4

6.8

18.7

24.1

20.7

27.2

19.1

25.1

5.5

19.8

27.4

13.8

16.6

24.5

26.8

6.8

20.1

30.8

23.7

27.2

17.8

15.6

15.1

27.4

26.9

27.1

20.1

17.1

9.5

19.7

31.6

20.7

25.4

11.7

2.0

2.5

2.3

2.5

2.3

2.5

2.3

1.6

0.8

1.2

1.6

1.0

1.2

0.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

① 夫は外で働き、

妻は家庭を守るほうがよい

② 女性は結婚したら自分自身の

ことより、夫や子どもなど家庭を

中心に考えて生活したほうがよい

③ 離婚はしないほうがよい

④ 夫を「主人」、

妻を「家内」と呼ぶ

⑤ 重要な決定をするときに

夫婦の意見が違ったら、

夫の意見にしたがったほうがよい

⑥ 男の子が生まれると

後継ぎができたと喜ぶ

⑦ 女性は育児・介護を

積極的に行う必要がある

① 夫は外で働き、

妻は家庭を守るほうがよい

② 女性は結婚したら自分自身の

ことより、夫や子どもなど家庭を

中心に考えて生活したほうがよい

③ 離婚はしないほうがよい

④ 夫を「主人」、

妻を「家内」と呼ぶ

⑤ 重要な決定をするときに

夫婦の意見が違ったら、

夫の意見にしたがったほうがよい

⑥ 男の子が生まれると

後継ぎができたと喜ぶ

⑦ 女性は育児・介護を

積極的に行う必要がある

男性

(SA)

N=398

女性

(SA)

N=503

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 わからない 無回答


image14.emf
6.9

8.2

7.9

17.2

5.3

43.7

8.9

41.6

44.1

55.9

34.6

31.5

66.3

31.0

26.8

15.0

36.4

7.2

3.4

5.6

5.6

4.5

7.2

17.3

10.5

13.0

8.0

15.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

① 家庭生活

② 学校生活

③ 職場

④ 地域社会

⑤ 社会通念・慣習

・しきたり

⑥ 法律や制度

(SA)  N=907

男性が非常に優遇 どちらかといえば男性が優遇

平等 どちらかといえば女性が優遇

女性が非常に優遇 わからない

無回答


image15.emf
5.8

4.3

12.3

10.7

9.9

10.7

21.1

8.3

35.4

8.3

39.4

39.7

54.5

27.1

50.1

9.3

43.7

47.9

57.5

40.6

40.7

67.6

33.2

32.7

19.6

46.2

24.1

65.4

29.0

22.1

11.1

28.6

8.5

3.8

8.3

8.8

7.5

6.2

3.2

3.4

3.2

8.0

16.1

8.5

10.6

7.8

12.1

6.6

18.3

12.1

14.9

8.2

18.9

3.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

① 家庭生活

② 学校生活

③ 職場

④ 地域社会

⑤ 社会通念・慣習・しきたり

⑥ 法律や制度

① 家庭生活

② 学校生活

③ 職場

④ 地域社会

⑤ 社会通念・慣習・しきたり

⑥ 法律や制度

男性

(SA)

N=398

女性

(SA)

N=503

男性が非常に優遇 どちらかといえば男性が優遇

平等 どちらかといえば女性が優遇

女性が非常に優遇 わからない

無回答


image16.emf
67.5

45.5

53.7

45.0

46.4

37.8

27.0

40.8

16.9

19.1

30.3

24.2

27.0

13.9

9.6

37.2

21.1

19.4

6.5

13.6

13.4

17.2

19.4

20.9

17.5

8.5

17.7

4.9

2.5

3.9

8.0

12.0

3.3

3.0

3.4

7.7

13.9

3.3

3.6

11.9

17.5

38.1

5.2

5.6

5.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

① 食事をつくる

② 配膳や後片づけなど

③ 洗濯・物干し

④ 掃除

⑤ 給与等の配分など

家計の管理

⑥ 財産の管理

⑦ 子どもの世話

⑧ PTA・保護者会など

への出席

⑨ 高齢者・障がい者等

の介護

(SA)  N=674

ほとんど妻がする 妻が主で夫が協力 妻と夫と同じくらい

夫が主で妻が協力 ほとんど夫がする その他

無回答


image17.emf
58.9

28.3

42.8

31.6

46.1

35.7

15.5

25.3

10.1

74.4

59.5

62.7

55.7

46.9

39.7

36.3

53.3

22.1

24.9

35.4

27.3

32.3

14.1

9.1

43.4

26.6

17.2

14.7

26.4

21.6

22.7

13.9

10.1

32.5

16.8

21.3

8.1

21.5

16.8

21.2

19.9

21.9

23.9

10.1

20.2

5.3

7.5

10.4

13.9

18.9

20.0

12.5

7.2

15.7

5.1

5.4

8.1

13.8

6.1

7.5

13.9

2.7

10.1

18.9

43.4

3.5

4.5

12.8

16.0

33.9

3.4

3.0

2.7

5.1

6.4

5.7

5.3

5.1

5.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

① 食事をつくる

② 配膳や後片づけなど

③ 洗濯・物干し

④ 掃除

⑤ 給与等の配分など

家計の管理

⑥ 財産の管理

⑦ 子どもの世話

⑧ PTA・保護者会など

への出席

⑨ 高齢者・障がい者等

の介護

① 食事をつくる

② 配膳や後片づけなど

③ 洗濯・物干し

④ 掃除

⑤ 給与等の配分など

家計の管理

⑥ 財産の管理

⑦ 子どもの世話

⑧ PTA・保護者会など

への出席

⑨ 高齢者・障がい者等

の介護

男性

(SA)

N=297

女性

(SA)

N=375

ほとんど妻がする 妻が主で夫が協力 妻と夫と同じくらい

夫が主で妻が協力 ほとんど夫がする その他

無回答


image18.emf
62.5

59.5

11.4

1.3

29.1

34.3

35.4

14.1

22.1

27.1

14.3

38.7

4.9

2.5

14.8

16.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

① 男女ともに、同等に

経済的自立ができるよう

職業人としての教育が必要だ

② 男女ともに炊事、掃除、

洗濯など、生活に必要な

技術を身につけさせる

③ 男女にはそれぞれの役割が

あるので、女の子は女の子らしく、

男の子は男の子らしく育てるほうがよい

④ 男の子には、女の子よりも

高い水準の教育を

受けさせるほうがよい

(SA)  N=907

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対

反対 わからない 無回答


image19.emf
57.3

51.0

16.1

66.6

66.0

7.6

32.4

40.5

36.7

13.6

26.6

29.8

34.4

14.5

17.8

27.6

25.4

27.0

12.1

39.2

16.1

38.2

5.0

14.3

15.6

4.6

15.3

17.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

① 男女ともに、同等に

経済的自立ができるよう

職業人としての教育が必要だ

② 男女ともに炊事、掃除、

洗濯など、生活に必要な

技術を身につけさせる

③ 男女にはそれぞれの役割が

あるので、女の子は女の子らしく、

男の子は男の子らしく育てるほうがよい

④ 男の子には、女の子よりも

高い水準の教育を

受けさせるほうがよい

① 男女ともに、同等に

経済的自立ができるよう

職業人としての教育が必要だ

② 男女ともに炊事、掃除、

洗濯など、生活に必要な

技術を身につけさせる

③ 男女にはそれぞれの役割が

あるので、女の子は女の子らしく、

男の子は男の子らしく育てるほうがよい

④ 男の子には、女の子よりも

高い水準の教育を

受けさせるほうがよい

男性

(SA)

N=398

女性

(SA)

N=503

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対

反対 わからない 無回答


image20.emf
44.9 

1.3 

1.9 

39.7 

1.0 

3.2 

4.4 

3.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

ずっと仕事を

もっているほうがよい

結婚するまでは仕事をもち、

あとはもたないほうがよい

子どもができるまでは仕事をもち、

あとはもたないほうがよい

子どもができたら仕事を中断し、

子どもに手がかからなくなって

再びもつほうがよい

女性は仕事をもたないほうがよい

その他

わからない

無回答

(SA) N=907


image21.emf
48.6 

45.6 

37.0 

21.7 

31.1 

20.4 

22.7 

13.0 

16.9 

10.0 

11.2 

2.9 

7.6 

3.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

各種育児・介護支援制度を

とりにくい雰囲気がある

各種育児・介護支援制度が

十分整備されていない

男女の待遇（賃金・昇進・

教育訓練等）に格差がある

男女の仕事内容に格差がある

労働時間が長い

転勤がある

セクハラやパワハラなどの

様々なハラスメントがある

職場に結婚退職、

出産退職などの慣行がある

女性が長く勤めにくい

雰囲気がある

女性に仕事をもち続けよう

という意識がない

仕事を続けることへの家族の

同意が得られない

その他

特に支障はない

無回答

(MA) N=907


image22.emf
33.3 

33.0 

25.9 

64.3 

14.8 

0.8 

5.2 

3.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

就職活動の情報提供

再就職を支援する

講座や職業訓練

企業に対する意識啓発

保育、介護サービス等の充実

社会一般（家庭）の意識啓発

その他

わからない

無回答

(MA) N=907


image23.emf
上段:度数

下段:％

901 298 298 234 579 134 7 46 28

100.0 33.1 33.1 26.0 64.3 14.9 0.8 5.1 3.1

398 126 127 125 227 56 6 19 13

100.0 31.7 31.9 31.4 57.0 14.1 1.5 4.8 3.3

503 172 171 109 352 78 1 27 15

100.0 34.2 34.0 21.7 70.0 15.5 0.2 5.4 3.0

合計 就職活動の情報提供 再就職を支援する講座 や職業訓練 企業に対する意識啓発 保育、介護サービス等の 充実 無回答

全体

男性

女性

社会一般（家庭）の意識 啓発 その他 わからない


image24.emf
14.6 

29.0 

25.1 

11.5 

9.5 

7.1 

3.3 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

「仕事」を優先している

どちらかといえば

「仕事」を優先している

「仕事」と「家庭生活や地域活動」

のバランスをうまくとっている

どちらかといえば「家庭生活や

地域活動」を優先している

「家庭生活や地域活動」を

優先している

わからない

無回答

(SA) N=907
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image26.emf
4.6 

10.4 

55.9 

11.9 

8.9 

4.9 

3.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

「仕事」を優先したい

どちらかといえば

「仕事」を優先したい

「仕事」と「家庭生活や地域活動」

のバランスをうまくとりたい

どちらかといえば「家庭生活や

地域活動」を優先したい

「家庭生活や地域活動」を

優先したい

わからない

無回答

(SA) N=907
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image28.emf
14.6

29.0

25.1

11.5

9.5

7.1

3.3

4.6

10.4

55.9

11.9

8.9

4.9

3.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

「仕事」を優先

どちらかといえば

「仕事」を優先

「仕事」と「家庭生活や

地域活動」のバランスをうまく

どちらかといえば

「家庭生活や地域活動」を優先

「家庭生活や地域活動」を優先

わからない

無回答

(SA)  N=907

現状

希望


image29.emf
37.5 

32.7 

6.7 

7.6 

2.4 

8.2 

4.9 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

経済的な理由から

仕事の負担が大きいから

家事（炊事洗濯等）の

負担が大きいから

家事（育児）の

負担が大きいから

家事（介護）の

負担が大きいから

その他

無回答

(SA) N=510


image30.emf
上段:度数

下段:％

508 190 166 34 39 12 42 25

100.0 37.4 32.7 6.7 7.7 2.4 8.3 4.9

225 88 90 8 6 3 19 11

100.0 39.1 40.0 3.6 2.7 1.3 8.4 4.9

283 102 76 26 33 9 23 14

100.0 36.0 26.9 9.2 11.7 3.2 8.1 4.9

全体

男性

女性

合計 経済的な理由から 仕事の負担が大きいか ら 家事（炊事洗濯等）の負 担が大きいから 家事（育児）の負担が大 きいから 家事（介護）の負担が大 きいから その他 無回答


image31.emf
60.9 

44.2 

51.2 

22.3 

12.0 

13.2 

29.5 

8.7 

7.7 

11.9 

1.4 

2.2 

3.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

男女で家事や育児、

介護などに協力して取り組む

育児休業や介護休業などを

誰もが利用しやすくする

保育サービスや介護サービス

などを充実させ、

誰もが利用できるようにする

労働時間を短縮する

男女の雇用機会（採用、

勤務条件など）を均等にする

職場での男女の昇進や

賃金などの格差をなくす

パートタイム労働者や

派遣労働者の労働条件を

向上させる

職場でのハラスメント

（いやがらせ）の防止に努める

性別にかかわらず、

職業を選択できるようにする

女性が働くことへの

理解が広まるよう啓発する

その他

すでに男女がともに

働きやすい社会になっている

無回答

(MA) N=907


image32.emf
進んでいる

36.2%

進んでいない

61.3%

無回答

2.5%

(SA) N=907


image33.emf
61.5 

71.3 

38.3 

17.2 

30.8 

14.4 

1.4 

2.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

男性も育児や介護、

地域活動に参加するのは

当たり前という風潮をつくる

男性が育児休業・介護休業を

取得しやすい職場環境の

整備を推進する

長時間労働を抑制する

男性同士が交流できる場・

機会を提供する

男性が地域活動に積極的に

参加できるように支援する

男性のための

相談体制の充実を図る

その他

無回答

(MA) N=907


image34.emf
上段:度数

下段:％

901 553 645 345 155 275 131 12 20

100.0 61.4 71.6 38.3 17.2 30.5 14.5 1.3 2.2

398 220 273 150 45 113 54 9 10

100.0 55.3 68.6 37.7 11.3 28.4 13.6 2.3 2.5

503 333 372 195 110 162 77 3 10

100.0 66.2 74.0 38.8 21.9 32.2 15.3 0.6 2.0

その他 無回答

全体

男性

女性

合計 男性も育児や介護、地域 活動に参加するのは当 たり前という風潮をつ くる 男性が育児休業・介護休 業を取得しやすい職場 環境の整備を推進する 長時間労働を抑制する 男性同士が交流できる 場・機会を提供する 男性が地域活動に積極 的に参加できるように 支援する 男性のための相談体制 の充実を図る


image35.emf
4.6

4.6

2.3

6.9

5.3

6.9

55.0

22.9

35.1

24.4

31.3

29.8

0.8

0.8

1.5

8.4

35.1

24.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

① 育児休業

② 家族介護休業

③ 休業後のフレックス

タイムや時短勤務など

(SA)  N=131

両親とも利用した 母親は利用しなかった 父親は利用しなかった

働いていない家族が

いるので必要なかった

両親とも働いていなかった 無回答


image36.emf
7.3

5.5

4.0

5.5

5.5

8.0

8.0

8.0

60.0

29.1

40.0

50.7

18.7

32.0

16.4

23.6

21.8

30.7

37.3

36.0

9.1

38.2

29.1

8.0

32.0

20.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

① 育児休業

② 家族介護休業

③ 休業後のフレックス

タイムや時短勤務など

① 育児休業

② 家族介護休業

③ 休業後のフレックス

タイムや時短勤務など

男性

(SA)

N=55

女性

(SA)

N=75

両親とも利用した 母親は利用しなかった 父親は利用しなかった

働いていない家族が

いるので必要なかった

両親とも働いていなかった 無回答
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6.7

26.7

0.0

0.0

0.0

6.7

6.7

33.3

26.7

0.0

13.3

5.0

17.5

50.0

17.5

30.0

38.8

1.3

0.0

1.3

8.8

12.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

制度を知らなかった

職場に制度がなかった

（知らされていない）

仕事が忙しかった

育児休業・介護休業による

不利益（昇級・昇格への

影響など）が怖かった

職場に制度を利用しにくい

雰囲気（復帰後の待遇等）があった

収入減となり、経済的に苦しくなる

派遣や有期雇用のため

育児休業・介護休業の

取得要件を満たさなかった

出産や介護を契機に退職した

働いていなかった

その他

無回答

① 「母親は利用しなかった」理由

（N=15）

② 「父親は利用しなかった」理由

（N=80）
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6.7

26.7

0.0

0.0

0.0

6.7

6.7

33.3

26.7

0.0

13.3

5.0

17.5

50.0

17.5

30.0

38.8

1.3

0.0

1.3

8.8

12.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

制度を知らなかった

職場に制度がなかった

（知らされていない）

仕事が忙しかった

育児休業・介護休業による

不利益（昇級・昇格への

影響など）が怖かった

職場に制度を利用しにくい

雰囲気（復帰後の待遇等）があった

収入減となり、経済的に苦しくなる

派遣や有期雇用のため

育児休業・介護休業の

取得要件を満たさなかった

出産や介護を契機に退職した

働いていなかった

その他

無回答

① 「母親は利用しなかった」理由

（N=15）

② 「父親は利用しなかった」理由

（N=80）


image39.emf
0.0

25.0

0.0

0.0

0.0

0.0

25.0

25.0

50.0

0.0

0.0

5.6

16.7

41.7

19.4

27.8

30.6

0.0

0.0

2.8

13.9

8.3

9.1

27.3

0.0

0.0

0.0

9.1

0.0

36.4

18.2

0.0

18.2

4.7

18.6

55.8

16.3

32.6

44.2

2.3

0.0

0.0

4.7

16.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

制度を知らなかった

職場に制度がなかった

（知らされていない）

仕事が忙しかった

育児休業・介護休業による

不利益（昇級・昇格への

影響など）が怖かった

職場に制度を利用しにくい

雰囲気（復帰後の待遇等）があった

収入減となり、経済的に苦しくなる

派遣や有期雇用のため

育児休業・介護休業の

取得要件を満たさなかった

出産や介護を契機に退職した

働いていなかった

その他

無回答

男性 ① 「母親は利用しなかった」理由

（N=４）

男性 ② 「父親は利用しなかった」理由

（N=36）

女性 ① 「母親は利用しなかった」理由

（N=11）

女性 ② 「父親は利用しなかった」理由

（N=43）

(MA)
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20.5 

17.8 

53.1 

33.8 

44.3 

53.4 

8.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

地区長

ＰＴＡ会長

職場の管理職

教育委員や審議会委員

知事や市長

国・県・市の議会議員

無回答

(MA) N=907


image41.emf
上段:度数

下段:％

901 185 159 479 304 399 481 75

100.0 20.5 17.6 53.2 33.7 44.3 53.4 8.3

398 91 96 206 128 161 214 32

100.0 22.9 24.1 51.8 32.2 40.5 53.8 8.0

503 94 63 273 176 238 267 43

100.0 18.7 12.5 54.3 35.0 47.3 53.1 8.5

合計 地区長 ＰＴＡ会長 職場の管理職 教育委員や審議会委員 知事や市長 国・県・市の議会議員 無回答

全体

男性

女性
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59.4 

65.9 

31.0 

25.0 

12.7 

31.3 

3.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

男性優位の組織

社会通念や風習

社会制度が不十分

家族の理解・

協力が得られない

女性に対する研修・

訓練が不十分

女性の積極性が不十分

無回答

(MA) N=907


image43.emf
上段:度数

下段:％

901 534 595 277 225 113 282 32

100.0 59.3 66.0 30.7 25.0 12.5 31.3 3.6

398 227 258 123 71 47 117 18

100.0 57.0 64.8 30.9 17.8 11.8 29.4 4.5

503 307 337 154 154 66 165 14

100.0 61.0 67.0 30.6 30.6 13.1 32.8 2.8

女性に対する研修・訓練 が不十分 女性の積極性が不十分 無回答

全体

男性

女性

合計 男性優位の組織 社会通念や風習 社会制度が不十分 家族の理解・協力が得ら れない


image44.emf
55.5 

32.5 

60.6 

14.0 

65.3 

46.4 

21.2 

37.0 

6.2 

5.3 

14.1 

1.1 

3.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

多様な視点が加わることに

より、新たな価値や商品・

サービスが創造される

人材・労働力の確保に

つながり、社会全体に

活力を与えることができる

女性の声が

反映されやすくなる

国際社会から

好印象を得ることができる

男女問わず優秀な人材が

活躍できるようになる

男女問わず仕事と家庭の両方

を優先しやすい社会になる

労働時間の短縮など

働き方の見直しが進む

男性の家事・育児などへの

参加が増える

今より仕事以外のことが

優先され、業務に支障を

来すことが多くなる

男性のポストが減り、

男性が活躍しづらくなる

保育・介護などの公的サービス

の必要性が増大し、家計負担

及び公的負担が増大する

その他

無回答

(MA) N=907


image45.emf
上段:度数

下段:％

901 497 291 546 125 587 417

100.0 55.2 32.3 60.6 13.9 65.1 46.3

398 218 132 225 66 249 157

100.0 54.8 33.2 56.5 16.6 62.6 39.4

503 279 159 321 59 338 260

100.0 55.5 31.6 63.8 11.7 67.2 51.7

上段:度数

下段:％

190 334 56 48 128 10 27

21.1 37.1 6.2 5.3 14.2 1.1 3.0

69 135 27 23 62 5 16

17.3 33.9 6.8 5.8 15.6 1.3 4.0

121 199 29 25 66 5 11

24.1 39.6 5.8 5.0 13.1 1.0 2.2

全体

男性

女性

合計 多様な視点が加わること により、新たな価値や商 品・サービスが創造され る 人材・労働力の確保につ ながり、社会全体に活力 を与えることができる 女性の声が反映されやす くなる 国際社会から好印象を得 ることができる 男女問わず優秀な人材が 活躍できるようになる 男女問わず仕事と家庭の 両方を優先しやすい社会 になる

労働時間の短縮など働き 方の見直しが進む 男性の家事・育児などへ の参加が増える 今より仕事以外のことが 優先され、業務に支障を 来すことが多くなる 男性のポストが減り、男 性が活躍しづらくなる 保育・介護などの公的 サービスの必要性が増大 し、家計負担及び公的負 担が増大する その他 無回答

全体

男性

女性


image46.emf
26.0 

27.8 

34.4 

32.6 

26.1 

53.5 

39.4 

3.4 

20.1 

12.0 

23.2 

31.6 

1.3 

3.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

現時点では、必要な

知識や経験などを持つ

女性が少ないこと

女性自身がリーダーに

なることを希望しないこと

上司・同僚・部下となる

男性や顧客が

女性リーダーを希望しないこと

長時間労働の改善が

十分ではないこと

企業などにおいては、

管理職になると

広域異動が増えること

保育・介護・家事などにおける

夫などの家族の支援が

十分ではないこと

保育・介護の支援などの

公的サービスが

十分ではないこと

仕事にやりがいを

感じられないこと

男女ともに同一労働、

同一賃金とはならない

場合があること

一人ひとりの能力や個性が

尊重されないこと

家族の理解と協力が

得られないこと

仕事と家庭を両立するために

働き方を工夫する

風潮が少ないこと

その他

無回答

(MA) N=907


image47.emf
上段:度数

下段:％

901 233 251 308 294 235 481 353

100.0 25.9 27.9 34.2 32.6 26.1 53.4 39.2

398 94 134 111 117 95 183 145

100.0 23.6 33.7 27.9 29.4 23.9 46.0 36.4

503 139 117 197 177 140 298 208

100.0 27.6 23.3 39.2 35.2 27.8 59.2 41.4

上段:度数

下段:％

31 179 107 208 284 12 30

3.4 19.9 11.9 23.1 31.5 1.3 3.3

13 79 42 76 99 8 15

3.3 19.8 10.6 19.1 24.9 2.0 3.8

18 100 65 132 185 4 15

3.6 19.9 12.9 26.2 36.8 0.8 3.0

全体

男性

女性

企業などにおいては、管 理職になると広域異動が 増えること 保育・介護・家事などにお ける夫などの家族の支援 が十分ではないこと 保育・介護の支援などの 公的サービスが十分では ないこと 合計 現時点では、必要な知識 や経験などを持つ女性が 少ないこと 女性自身がリーダーにな ることを希望しないこと 上司・同僚・部下となる男 性や顧客が女性リーダー を希望しないこと 長時間労働の改善が十分 ではないこと

男女ともに同一労働、同 一賃金とはならない場合 があること 一人ひとりの能力や個性 が尊重されないこと 家族の理解と協力が得ら れないこと 仕事と家庭を両立するた めに働き方を工夫する風 潮が少ないこと その他 無回答

全体

男性

女性

仕事にやりがいを感じら れないこと


image48.emf
47.4 

54.6 

50.6 

28.7 

9.9 

52.5 

24.7 

19.8 

25.1 

1.7 

4.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

保育所や幼稚園に関する

情報（場所、保育料など）

預かり保育や学童保育に

関する情報

（場所、利用料など）

介護・家事の支援サービスに

関する情報

（内容、利用方法など）

就職・再就職のための

職業訓練に関する情報

（利用方法、相談先など）

起業・ＮＰＯ活動のための

情報（支援内容、相談先など）

仕事と育児・介護との

両立支援制度に関する

情報（内容、利用方法など）

出産・育児などを経ながら

就業を継続している女性の

モデル事例に関する情報

積極的に家事・育児に

参画する男性の

モデル事例に関する情報

ワーク・ライフ・バランスの

推進や、働き方の見直しの

実践例に関する情報

その他

無回答

(MA) N=907


image49.emf
上段:度数

下段:％

901 427 492 456 256 89 472 223 178 226 15 39

100.0 47.4 54.6 50.6 28.4 9.9 52.4 24.8 19.8 25.1 1.7 4.3

398 195 211 175 104 29 196 104 60 87 8 17

100.0 49.0 53.0 44.0 26.1 7.3 49.2 26.1 15.1 21.9 2.0 4.3

503 232 281 281 152 60 276 119 118 139 7 22

100.0 46.1 55.9 55.9 30.2 11.9 54.9 23.7 23.5 27.6 1.4 4.4

積極的に家事・育児に参 画する男性のモデル事 例に関する情報 ワーク・ライフ・バラン スの推進や、働き方の見 直しの実践例に関する 情報 その他 無回答

全体

男性

女性

合計 保育所や幼稚園に関す る情報（場所、保育料な ど） 預かり保育や学童保育 に関する情報（場所、利 用料など） 介護・家事の支援サービ スに関する情報（内容、 利用方法など） 就職・再就職のための職 業訓練に関する情報（利 用方法、相談先など） 起業・ＮＰＯ活動のため の情報（支援内容、相談 先など） 仕事と育児・介護との両 立支援制度に関する情 報（内容、利用方法など） 出産・育児などを経なが ら就業を継続している 女性のモデル事例に関 する情報
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0.7 

2.9 

3.3 

8.6 

3.3 

73.5 

12.5 

1.7 

5.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

自分が暴力等を

ふるったことがある

自分が暴力等を

受けたことがある

自分のまわりに暴力等を

ふるった人がいる

自分のまわりに暴力等を

受けた人がいる

暴力等の被害について

相談を受けたことがある

一般的な知識として

知っている

言葉として

見聞きしたことがある

知らなかった

無回答

(MA) N=907
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0.9 

10.6 

6.3 

14.2 

4.1 

61.5 

11.4 

1.8 

6.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

自分が暴力等を

ふるったことがある

自分が暴力等を

受けたことがある

自分のまわりに暴力等を

ふるった人がいる

自分のまわりに暴力等を

受けた人がいる

暴力等の被害について

相談を受けたことがある

一般的な知識として

知っている

言葉として

見聞きしたことがある

知らなかった

無回答

(MA) N=907
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0.0 

2.1 

0.6 

2.6 

0.8 

66.9 

15.4 

8.0 

7.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

自分が暴力等を

ふるったことがある

自分が暴力等を

受けたことがある

自分のまわりに暴力等を

ふるった人がいる

自分のまわりに暴力等を

受けた人がいる

暴力等の被害について

相談を受けたことがある

一般的な知識として

知っている

言葉として

見聞きしたことがある

知らなかった

無回答

(MA) N=907
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0.0 

0.3 

0.1 

0.3 

0.1 

33.6 

13.3 

45.9 

7.2 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

自分が暴力等を

ふるったことがある

自分が暴力等を

受けたことがある

自分のまわりに暴力等を

ふるった人がいる

自分のまわりに暴力等を

受けた人がいる

暴力等の被害について

相談を受けたことがある

一般的な知識として

知っている

言葉として

見聞きしたことがある

知らなかった

無回答

(MA) N=907
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2.0 

5.2 

3.5 

9.9 

4.2 

67.1 

12.8 

2.4 

5.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

自分が暴力等を

ふるったことがある

自分が暴力等を

受けたことがある

自分のまわりに暴力等を

ふるった人がいる

自分のまわりに暴力等を

受けた人がいる

暴力等の被害について

相談を受けたことがある

一般的な知識として

知っている

言葉として

見聞きしたことがある

知らなかった

無回答

(MA) N=907


image55.emf
2.8 

2.8 

0.7 

1.4 

2.8 

5.0 

27.0 

56.0 

9.9 

19.1 

5.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

警察に相談した

法務局（人権相談窓口、

人権擁護委員等）に相談した

女性相談所

（女性相談員）に相談した

市（相談窓口や

民生児童委員等）に相談した

民間の機関（弁護士会や

市民グループ等）に相談した

医師やカウンセラーなど

に相談した

家族に相談した

友人、知人に相談した

その他

どこ（だれ）にも相談しなかった

無回答

(MA) N=141


image56.emf
上段:度数

下段:％

140 4 4 1 2 4 7 38 78 14 27 8

100.0 2.9 2.9 0.7 1.4 2.9 5.0 27.1 55.7 10.0 19.3 5.7

45 1 2 - 1 1 2 9 26 3 11 3

100.0 2.2 4.4 - 2.2 2.2 4.4 20.0 57.8 6.7 24.4 6.7

95 3 2 1 1 3 5 29 52 11 16 5

100.0 3.2 2.1 1.1 1.1 3.2 5.3 30.5 54.7 11.6 16.8 5.3

友人、知人に相談した その他 どこ（だれ）にも相談し なかった 無回答

全体

男性

女性

合計 警察に相談した 法務局（人権相談窓口、 人権擁護委員等）に相談 した 女性相談所（女性相談 員）に相談した 市（相談窓口や民生児童 委員等）に相談した 民間の機関（弁護士会や 市民グループ等）に相談 した 医師やカウンセラーな どに相談した 家族に相談した


image57.emf
7.4 

18.5 

3.7 

25.9 

14.8 

7.4 

7.4 

11.1 

59.3 

0.0 

25.9 

11.1 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

恥ずかしくて

誰にも言えなかったから

そのことについて

思い出したくなかったから

仕返しなど、もっとひどいことを

されると思ったから

自分さえ我慢すれば何とか

このままやっていけると思ったから

自分にも悪いところがあると

思ったから

他人を巻き込みたく

なかったから

世間体が悪いから

どこ（だれ）に相談してよいか、

わからなかったから

相談しても無駄だと思ったから

相談窓口の対応が悪く、

不快な思いをすると思ったから

相談するほどのことではない

と思ったから

その他

無回答

(MA) N=27


image58.emf
20.6 

21.7 

19.7 

63.1 

35.1 

39.7 

29.2 

17.4 

9.6 

2.3 

8.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

ＤＶに関する広報・啓発活動の

積極的な実施

家庭や地域での

暴力を防止する

ための周知・啓発の場の充実

学校での暴力を防止するため

の周知・啓発の場の充実

被害者が相談しやすい

環境づくりや相談窓口の充実

被害者のカウンセリングなど、

精神的な援助の充実

被害者の一時保護を行う

緊急避難場所（シェルター）

などの整備

被害者家庭の子どもへの

サポートの充実

加害者の更生に向けた対策や

サポートの充実

メディア・リテラシー（適正な

情報を見分け、発信する

心構え）教育の充実

その他

無回答

(MA) N=907


image59.emf
上段:度数

下段:％

901 187 196 178 570 317 358 264 157 87 21 72

100.0 20.8 21.8 19.8 63.3 35.2 39.7 29.3 17.4 9.7 2.3 8.0

398 95 102 77 238 116 150 100 59 41 12 31

100.0 23.9 25.6 19.3 59.8 29.1 37.7 25.1 14.8 10.3 3.0 7.8

503 92 94 101 332 201 208 164 98 46 9 41

100.0 18.3 18.7 20.1 66.0 40.0 41.4 32.6 19.5 9.1 1.8 8.2

無回答

全体

男性

女性

被害者のカウンセリン グなど、精神的な援助の 充実 被害者の一時保護を行 う緊急避難場所（シェル ター）などの整備 被害者家庭の子どもへ のサポートの充実 加害者の更生に向けた 対策やサポートの充実 メディア・リテラシー （適正な情報を見分け、 発信する心構え）教育の 充実 その他 合計 ＤＶに関する広報・啓発 活動の積極的な実施 家庭や地域での暴力を 防止するための周知・啓 発の場の充実 学校での暴力を防止す るための周知・啓発の場 の充実 被害者が相談しやすい 環境づくりや相談窓口 の充実


image60.emf
12.1 
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36.4 

8.8 

5.1 

28.6 

5.5 

1.5 

33.5 

1.9 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

地域の防災訓練

趣味、スポーツ、文化、教養

などのサークル・グループ活動

自治会、組合、老人クラブ、

女性会などの活動

健康教室、食生活改善など

健康推進に関する事業

高齢者、障害者支援など福祉

ボランティアに関する活動

まちの清掃活動、リサイクル

など環境保護のための活動

地域の防犯・交通安全推進

など安全な

生活環境づくりのための活動

その他

どれにも参加していない

無回答

(MA) N=907


image61.emf
上段:度数

下段:％

901 110 238 329 80 46 257 50 14 301 16

100.0 12.2 26.4 36.5 8.9 5.1 28.5 5.5 1.6 33.4 1.8

398 65 98 160 27 19 138 32 7 114 9

100.0 16.3 24.6 40.2 6.8 4.8 34.7 8.0 1.8 28.6 2.3

503 45 140 169 53 27 119 18 7 187 7

100.0 8.9 27.8 33.6 10.5 5.4 23.7 3.6 1.4 37.2 1.4

その他 どれにも参加していな い 無回答

全体

男性

女性

合計 地域の防災訓練 趣味、スポーツ、文化、 教養などのサークル・グ ループ活動 自治会、組合、老人クラ ブ、女性会などの活動 健康教室、食生活改善な ど健康推進に関する事 業 高齢者、障害者支援など 福祉ボランティアに関 する活動 まちの清掃活動、リサイ クルなど環境保護のた めの活動 地域の防犯・交通安全推 進など安全な生活環境 づくりのための活動
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43.8 

0.3 

20.7 

1.3 

19.1 

15.1 

42.1 

11.5 

19.7 

6.3 

9.2 

1.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

忙しくて時間がない

参加したいが、

家族の理解がない

一緒に参加する人

（顔見知りなど）がいない

意見を発言しにくい

（意見を取り上げられにくい）

人間関係がわずらわしい

役員や世話人になりたくない

参加するきっかけがない

必要性を感じない

地域活動に関する情報がない

地域活動が衰退している

その他

無回答

(MA) N=304
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63.2 

38.9 

61.1 

42.2 

40.7 

2.6 

1.3 

6.8 

3.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

避難所の設置・運営体制

被災者に対する相談体制

食料、飲料水、医薬品などの

備えや供給体制

救急医療体制

災害時の正確・迅速な

情報連絡体制

特にない

その他

わからない

無回答

(MA) N=907


image64.emf
上段:度数

下段:％

901 570 350 549 379 365 23 12 62 30

100.0 63.3 38.8 60.9 42.1 40.5 2.6 1.3 6.9 3.3

398 264 146 215 151 133 11 6 30 17

100.0 66.3 36.7 54.0 37.9 33.4 2.8 1.5 7.5 4.3

503 306 204 334 228 232 12 6 32 13

100.0 60.8 40.6 66.4 45.3 46.1 2.4 1.2 6.4 2.6

わからない 無回答

全体

男性

女性

合計 避難所の設置・運営体制 被災者に対する相談体 制 食料、飲料水、医薬品な どの備えや供給体制 救急医療体制 災害時の正確・迅速な情 報連絡体制 特にない その他


image65.emf
42.9 

14.0 

68.2 

18.3 

5.5 

46.1 

40.6 

48.2 

0.1 

11.9 

6.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

男女共同参画社会基本法

女子差別撤廃条約

男女雇用機会均等法

女性活躍推進法

ポジティブ･アクション

（積極的改善措置）

ジェンダー

（社会的性別）

ワーク･ライフ･バランス

（仕事と生活の調和）

ＬＧＢＴ等性的少数者

その他

見たり聞いたりしたものはない

無回答

(MA) N=907


image66.emf
17.0 

22.1 

11.6 

16.9 

6.2 

7.1 

19.5 

14.7 

11.8 

50.4 

11.1 

38.7 

36.8 

0.6 

3.6 

5.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

女性のための相談窓口や

援助システムをつくる

政策や方針決定の場に

女性を積極的に登用する

法令や制度の上での見直しを

行い女性差別に

つながるものを改める

男女共同参画についての

理解を深める機会を提供する

男女の男女共同参画学習等

への参加を促進する

女性の学習や自主的活動の

場を提供する

学校教育において、

男女平等の教育を進める

社会教育において、

男女平等の教育を進める

女性の就労支援のため、

知識・技術の習得のための

機会を提供する

男女がともに働き続けられる

制度等の充実を進める

雇用機会や労働条件の

男女平等を進める

子育て中の人が安心して

働くための施設整備や

社会的サービスの充実を進める

育児や高齢者介護の負担を

軽減するための

社会的サービスを充実させる

その他

特にない

無回答

(MA) N=907


image67.emf
上段:度数

下段:％

901 154 199 104 153 56 63 177 133

100.0 17.1 22.1 11.5 17.0 6.2 7.0 19.6 14.8

398 73 96 49 78 28 26 93 60

100.0 18.3 24.1 12.3 19.6 7.0 6.5 23.4 15.1

503 81 103 55 75 28 37 84 73

100.0 16.1 20.5 10.9 14.9 5.6 7.4 16.7 14.5

上段:度数

下段:％

106 454 99 347 331 5 33 47

11.8 50.4 11.0 38.5 36.7 0.6 3.7 5.2

30 186 52 126 103 3 21 23

7.5 46.7 13.1 31.7 25.9 0.8 5.3 5.8

76 268 47 221 228 2 12 24

15.1 53.3 9.3 43.9 45.3 0.4 2.4 4.8

雇用機会や労働条件の 男女平等を進める 子育て中の人が安心し て働くための施設整備 や社会的サービスの充 実を進める 育児や高齢者介護の負 担を軽減するための社 会的サービスを充実さ せる その他 特にない 無回答

全体

男性

女性

全体

男性

女性

合計 社会教育において、男女 平等の教育を進める 学校教育において、男女 平等の教育を進める 女性のための相談窓口 や援助システムをつく る 政策や方針決定の場に 女性を積極的に登用す る 法令や制度の上での見 直しを行い女性差別に つながるものを改める 男女共同参画について の理解を深める機会を 提供する 男女の男女共同参画学 習等への参加を促進す る 女性の学習や自主的活 動の場を提供する

女性の就労支援のため、 知識・技術の習得のため の機会を提供する 男女がともに働き続け られる制度等（育児休 業、介護休業、再雇用制 度）の充実を進める
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12 
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1 
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0 

3 

3 

0件 2件 4件 6件 8件 10件 12件 14件

製造業

建設業

卸売・小売業

医療・福祉業

金融・保険業

サービス業

電気・水道・ガス・熱供給業

運輸業

不動産業

飲食店・宿泊業

農林漁業

情報通信業

教育・学習支援業

その他

無回答

(SA) N=46
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9件

22件

11件

13件

10件

5件

10件

3件

3件

2件

2件

1件

1件

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

① 【男性】

② 【女性】

正規従業員(経営者を含む)の総人数

５人未満 ５～９人 10～19人 20～49人 50～99人 100人以上 無回答

(数量) N=46
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17件

25件

8件

5件

8件

7件

6件

1件

3件

6件

6件

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

① 【男性】

② 【女性】

正規従業員(経営者を含む)のうち過去1年間の採用者の数

０人 １人 ２～４人 ５～９人 10人以上 無回答

(数量) N=46


image71.emf
2件

21件

14件

19件

16件

3件

6件

1件

6件 2件

2件

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

① 【男性】

② 【女性】

正規従業員(経営者を含む)のうち管理職の数

０人 １人 ２～４人 ５～９人 10人以上 無回答

(数量) N=46
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1件

6件

6件

14件

13件

6件

7件

2件

2件

1件

17件

17件

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

① 【男性】

② 【女性】

正規従業員(経営者を含む)の平均年齢

30歳未満 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上 無回答

(数量) N=46
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5件

8件

12件

9件

6件

5件

1件

2件

1件

21件

22件

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

① 【男性】

② 【女性】

正規従業員(経営者を含む)の平均勤続年数

10年未満 10年以上20年未満 20年以上30年未満 30年以上40年未満

40年以上50年未満 50年以上 無回答

(数量) N=46
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19件

18件

4件

7件

9件

3件

4件

6件

3件

4件

2件

1件

6件

6件

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

① 【男性】

② 【女性】

非正規従業員の総人数

０人 １・２人 ３・４人 ５～９人 10～19人 20～49人 50人以上 無回答

(数量) N=46
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男性

44件

女性

2件

無回答

0件

(SA) N=46
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男性

30件

女性

16件

無回答

0件

(SA) N=46
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26件

32件

29件

12件

5件

6件

5件

2件

4件

1件

1件

1件

1件

7件

6件

0% 20% 40% 60% 80% 100%

① 役員・部長相当職

② 課長相当職

③ 係長相当職

女性従業員の占める割合

０％ 10％未満 30％未満 50％未満 80％未満 80％以上 無回答

(SA) N=46
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16 
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0件 2件 4件 6件 8件 10件 12件 14件 16件 18件

必要な知識や判断力を

有する女性がいない

女性自身が、管理職に

なることを望んでいない

将来つく可能性のある者はいるが、

現在、役職につくための在職年数

等を満たしている女性がいない

女性は勤続年数が短く、

役職者になるまでに退職してしまう

家庭があるので

責任ある仕事に就けられない

業務の内容が女性には

任せられない、あるいは

女性には向いていない

時間外労働が多い、

又は深夜業がある

出張、全国転勤がある

顧客が女性管理職をいやがる

上司・同僚・部下となる男性が

女性管理職を希望しない

その他

無回答

(MA) N=43
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19 

14 

10 
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13 

1 

0件 2件 4件 6件 8件 10件 12件 14件 16件 18件 20件

業務に必要な知識や能力、

資格取得のための教育や研修を、

性別に関係なく実施している

仕事と家庭の両立のための制度の

整備の促進及び、事情を考慮している

性別により評価することがないよう、

人事考課基準を明確に定めている

体力面での個人差を補う器具、

設備等を設置する等、

働きやすい職場環境づくりを行っている

女性の活用に関する担当部局を

定める、担当者・責任者を選任する等、

企業内の推進体制を整備している

女性の活用状況や活用にあたっての

問題点の調査・分析を行っている

女性活用のための計画を策定している

女性がいない又は少ない職務について、

意欲と能力がある女性を

積極的に採用するなどしている

中間管理職男性や同僚男性に対し、

女性活用の重要性についての

啓発を行っている

その他

特に何もしていない

無回答

(MA) N=46
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25 

20 

14 

7 
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0件 5件 10件 15件 20件 25件 30件

従業員からの苦情・相談が

あった場合には、

真摯かつ迅速に対応している

社内規定等でとりまとめ、

従業員に対して明示している

苦情・相談体制を整備し、

従業員に周知している

従業員に対し、

研修などにより啓発している

その他

現在、検討中または

計画中である

特に何もしていない

無回答

(MA) N=46


image81.emf
18 
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14 
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0件 2件 4件 6件 8件 10件 12件 14件 16件 18件 20件

当事者の言い分が食い違う

等、事実確認が難しい

プライバシーの保持が難しい

相談を受けた後、どのように

対処したらよいかわからない

相談を受ける時に、どういう

点に留意すべきかわからない

日常の業務が忙しいため、

対応する余裕がない

その他

特に難しいと

感じていることはない

無回答

(MA) N=46
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ある

28件

考慮あり

10件

考慮なし

5件

無回答

3件

ない

18件

(SA) N=46


image83.emf
１歳未満

7件

１歳～

１歳６か月未満

6件

１歳６か月～

２歳未満

13件

２歳～３歳未満

2件

３歳以上

0件

無回答

0件

(SA) N=28


image84.emf
24件

23件

23件

7件

13件

2件

15件

3件

1件

2件

2件

2件

1件

3件

1件

4件

3件

3件

1件

3件

15件

15件

13件

31件

22件

39件

24件

34件

3件

5件

4件

5件

6件

5件

5件

6件

0% 20% 40% 60% 80% 100%

① 育児中の

所定外労働の制限

② 育児中の

深夜労働の制限

③ 育児中の

短時間勤務制度

④ 育児中の

フレックスタイム制度

⑤ 育児中の

始業・終業時刻の

繰上・繰下の制度

⑥ 事業所内託児施設

⑦ 子どもの看護休暇制度

⑧ 事業所独自の制度

働きながら子育てを行う従業員に対する制度

制度がある 制度がない、

導入予定

制度がない、

検討中

制度がない、

未定

無回答

(SA) N=46


image85.emf
正規従業員として

積極的な採用に努めている

20件

非正規従業員として

積極的な採用に努めている

11件

採用していない

6件

どちらともいえない

8件

無回答

1件

(SA) N=46


image86.emf
2 

1 

1 

1 

1 

11 

1 

0件 2件 4件 6件 8件 10件 12件

規定の勤務時間での

労働ができないから

休日出勤ができないから

残業ができないから

子どもの行事などによる

休暇が多いから

子どもの病気などによる

突発的な休暇が発生するから

その他

無回答

(MA) N=14


image87.emf
28 

12 

3 

4 

4 

0件 5件 10件 15件 20件 25件 30件

子どもを預けて仕事の

できる環境を作ってほしい

休業中に職業能力向上の

ための資格を取得してほしい

セミナーに参加するなど、

離職ブランクを回復してほしい

その他

無回答

(MA) N=46


image88.emf
ある

25件

考慮あり

12件

考慮なし

3件

無回答

5件

無回答

1件

ない

20件

(SA) N=46


image89.emf
３か月未満

13件

３か月～

６か月未満

6件

６か月～

１年未満

0件

１年

3件

１年以上

1件

限度はない

1件

無回答

1件

(数量) N=25


image90.emf
19件

19件

17件

3件

8件

3件

2件

2件

2件

2件

4件

1件

1件

1件

3件

3件

2件

3件

21件

21件

20件

34件

28件

36件

3件

3件

4件

4件

4件

3件

0% 20% 40% 60% 80% 100%

① 介護中の

所定外労働の制限

② 介護中の

深夜労働の制限

③ 介護中の

短時間勤務制度

④ 介護中の

フレックスタイム制度

⑤ 介護中の

始業・終業時刻の

繰上・繰下の制度

⑥ 事業所独自の制度

働きながら家族の介護を行う従業員に対する制度

制度がある 制度がない、導入予定 制度がない、検討中

制度がない、未定 無回答

(SA) N=46
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38 

17 

16 
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0 

0件 5件 10件 15件 20件 25件 30件 35件 40件

休業中の代替要員の確保

休業中の賃金保証

復帰後の代替要員の処遇

人事ローテーションで

カバーするときの業務分担

復職後のポストなど

受け入れ体制

利用者、非利用者間の

不公平感の是正

その他

わからない

無回答

(MA) N=46


